
No.640
Dec　2019

モネの庭　光のフェスタ2019

高知県北川村役場

広 報

Contents
　❷❸
　　　　　　　❺
　　　　　　　　❻
　　　　　　　　　❼
　　　　　　　　❾～13
　　　　　14
　　15
　　　　　　　　　16

学校通信
　中岡慎太郎先生顕彰会だより
　　日本遺産魅力発信便り
　　　モネの庭からのお知らせ
　　　　議会だより
　　各種お知らせ
　保健だより  
みどり保育所ＰＨＯＴＯ通信・予定表

北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
令和元年10月31日現在　（　）は前月比

人　口 1,279人 （－4）
　男 602人 （－1）
　女 677人 （－3）
世帯数 619戸 （－1）
昨年同期の総人口 1,306人  世帯数625戸
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　　　　運動会も終わった、１０・１１月。学校では子ども達が、各展覧会に向けた作品づくりに励みました。村展では、
図画・硬筆・毛筆などの作品だけでなく、家庭科クラブや、高学年での家庭科授業で作成したエプロンやナップザックな
ども村民会館に展示されましたが、ご覧いただけたでしょうか。どの作品も、心を込めて取り組んだものばかりでした。
　例年以上に夏の名残が感じられる１０月でしたが、運動場では持久走大会への取り組みが始まったり、体育の授業
でリレーの学習が行われました。
　個々の力では世界に太刀打ちできなくても、バトンパスの技術や、集団の力を結集して世界と勝負している日本陸
上４００ｍリレー男子チーム。１０月に、中東の街ドーハで開催された世界陸上大会でも見事銅メダルを獲得しました。
　リレーは、練習が不十分だとうまくバトンがつながりませんが、技術を体得して、パスをする側ともらう側の息が
あった時には、気持ち良くバトンがつながるとてもおもしろい競技です。また、作戦により、全体の早さや順位がか
わったり、協力することで成功した達成感を共有できる楽しさも味わえる競技でもあります。

　この日も、リレーの技術を獲得して、気持ちの良いパスができる授業
を目指し、①授業の「ねらい」の説明②バトンパスの練習（３人一組）③
ダッシュの練習（全体で、３人組で）④練習の成果を確かめるレース⑤1
回目のレースを振り返り、チームの課題を解決するための話し合いと練
習、再レース⑥振り返り・次時の予告と練習内容の確認、という流れで
リレーの学習が行われました。うまくパスするためにはどうするかを考
えながら、授業が進められました。

学 校 通 信 School communication

1 芸術・スポーツの秋
　　　９月２２日（日）秋季卓球選手権大会（春野総合体育館）、9月23日（月）学年別秋季卓球大会（高知県民体育
館）が開催されました。この２日間、男子シングルスと学年別に出場しました。秋季選手権では、最高３回戦まで進む
ことができましたが、３回戦突破とはなりませんでした。学年別秋季大会では、出場選手全員が2回戦まで進みまし
た。3年生は今回の大会で引退となりますが、次回の大会へ向けて、今回明らかになった課題に日々取り組み、成果
を発揮できるように頑張っているところです。

　9月28日（土）結いの丘体育館で、安芸地区バレーボール交流大会が開催されました。
3年生引退後、甲浦中学校女子バレーボール部との新合同チームになって初めての大会
でした。8月に合同チームを結成し、休日には合同練習を行うなど懸命に取り組み今大会
に臨みました。以前の練習試合では苦戦したチームに対して1セット取ることができまし
た。次の大会に向かって、今後更に毎日の部活動に励み、合同練習では一丸となりチーム
力を発揮できるよう頑張っています。

2 ～男子卓球部・女子バレーボール部の動き～

　10月27日（日）慎太郎とゆずの郷祭りが盛大に行われました。今年度北川中学校2年生が出店するチャンスを
いただき、参加しました。今回の出店では、商品開発チームが発案した「ゆずポンからあげ」の調理販売活動をしま
した。北川村の加工製品ポン酢を使用し、さくさくに揚がった唐揚げで、出来映え、味共に上々で、飛ぶように売れ
昼前には完売しました。この販売にあたっては、鶏肉とゆずぽん酢の配合の分量を幾度となく、試行錯誤を続け、そ
の甲斐あって、たくさんの方からご好評をいただきました。アンケートにお答えいただいた意見やアドバイスを参考
に、今後の更なる商品開発に頑張ろうと意気込んでいます。ありがとうございました。

　＝購入者の感想＝すごく上手に揚がり、美味でした。北川村の製品のこのポン酢のみの下味でこんなにおいし
くなるなんて、びっくりです。北川村のポン酢も買って帰りたいです。

～慎太郎とゆずの郷祭りへ出店～ 　また、１０月上旬から、持久力を養うための「持久走」の練習も始まり、全校朝ランや自主練習の取り組みがスター
トしました。その頑張りの成果は、校内持久走大会でご覧になっていただ
いたとおりです。去年以上に頑張った児童が多かった今年の持久走大会
となりました。
　沿道でのたくさん
のご声援、ありがとう
ございました。
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中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413

　今年も中岡慎太郎の命日11月17日（日）に北川村柏木にて『中岡慎太郎墓前祭』を開催致し
ました。
　11時より慎太郎遺髪墓前で執り行いました神事には一般の方の参列も多く、朝早くから遺髪
墓をお訪ねくださったり、お供え物を持って参拝してくださる方も居られたりと、慎太郎を想って
くださるファンの気持ちに感激致しました。
　今年は、北川小学校の5年生が『総合的な学習の時間』で取り組んでいる「慎太郎PR大作戦」
活動の一環で、イベントに参加をしてくれました。イベント会場である中岡慎太郎館駐車場で、
【君も慎太郎マニアの仲間入り】と、「慎太郎の手作りうちわ」「慎太郎人生ゲーム」「慎太郎等身大
パネル」を用意して自分達でお客様を呼び込み、慎太郎の魅力をアピールしてくれていました。村
の子供達が自ら慎太郎をPRしてくれる様子が嬉しく、誇らしくも感じました。
　当会が管理をしている「慎太郎柚園」では、ゆず収穫・搾り体験を用意していましたが、予想を
はるかに越える参加者があり、受入れの手伝いをしてくれた村の当会会員さんは休憩も取れず、
お昼ご飯も食べられない状況でしたが、参加してくれた皆さんが笑顔で、とても楽しそうに体験を
されている様子が嬉しかったそうで『全然大変じゃなかったよ。楽しかった。』と言ってくれました。
　ご自分で収穫し、搾汁した柚子酢の瓶を眺めている皆さんのお顔は笑顔で溢れていました。
　慎太郎が栽培を奨励したと云われる「柚子」を慎太郎の命日に、生まれた地で収穫して、搾って、持ち帰ってくれた事は通常の収穫体
験よりも特別感があって開催して良かったなと感じます。
　慎太郎生家では1987年に『中岡慎太郎を表舞台に出す会』が制作した映画【幕末に生きる中岡慎太郎】を上映しました。
　以前、北川村で上映した事があったそうで、その際に鑑賞した方が『懐かしい。この映画を生家で観るのと雰囲気があっていいです
ね』と仰ってくださいました。
　昨年から、慎太郎の生誕日と命日には必ず開催しましょう。と決めた「慎太郎茶会」も生家で開催していましたので、より、素敵な雰囲
気でした、と言ってくださった参加者もおられました。

　イベントでは、昨年閉幕した県の博覧会「志国幕末維新博」でPRグループとして活動し
ていた「土佐おもてなし海援隊」の中岡慎太郎役、吉村虎太郎役だったお二人がそれぞれ、
創造広場アクトランドの広報「しんちゃん」、高知旅広場の自然体験レポーター「ケイスケ」
さんとして活動しており、新しい立場で「中岡慎太郎と北川村」の魅力を紹介しようと、慎
太郎館の豊田学芸員も加えて3人で楽しいトークショーを展開してくれました。お二人の
提案で急遽、「慎太郎食堂」の北川ランチの試食とPRも盛り込んでくれて当日、食堂で用
意をしていた「柚子窯」を使ったランチの紹介もしてもらいました。
　『新しい立場にはなりましたが、僕らの北川愛は変わりません。これからも北川村と慎太
郎さんをPRし続けます』とおっしゃってくださった事に感動しました。

　餅投げには「しんちゃん」と「ケイスケ」さんも参加してくれて、お二人が投げたお餅を拾ったお二人のファンの方は大事そうに両手で持ち
ながら『貴重なお餅です!!食べるのが勿体ない。逆にどうしよう…』と嘆いておられる様子が可愛らしく「ファン心理」に改めて感心しました。
　墓前祭の最後は慎太郎館で開催した『第4回慎太郎学習会』。今回のテーマは「陸援隊」。
　これまでの3回は10数名の参加者でしたが、命日に開催した4回目の学習会は続々と参加者があり、準備していた席数では足らなく
なって、急きょ増席するほどに盛況だったと講師の慎太郎館の豊田学芸員が嬉しそうに報告してくれました。
　参加者からも『やっぱり豊田さんの説明は明快で分かりやすいですね。勉強になりました』と言っていただきました。
　終日お天気に恵まれ、慎太郎の生誕地が賑やかな一日となりました。きっと、慎太郎さんも笑顔で見守っていた気がしています。
　ご来場くださった皆様、応援してくださった皆様、墓前祭開催に協力してくださったスタッフ・会員の皆様、本当にありがとうございま
した。

第152回忌  中岡慎太郎墓前祭

　11月15日。慎太郎と龍馬が京都近江屋で襲撃にあった日に毎年、二人が眠る「京都
霊山護国神社」で行われる墓前祭に今年、当会単独でPR出店に行って参りました。
　兵庫県の当会会員さんご自身が出版した「中岡慎太郎の行動から見た幕末維新」を
持って同ブースで一緒に慎太郎をPRしてくれる事にもなり、慎太郎ファンの間では有名
な方なのでその方に会うために来場される方が居られて慎太郎の話ができたり、当会が
出店する事を知って訪ねてくださった関西圏の会員さんも居られたりと、京都の墓前祭
に行かなければ会えない「出会い」をたくさんいただく事がありました。
　このような慎太郎ファンとの交流がとても嬉しいですし、貴重だと思いました。

　北川村の墓前祭、京都の墓前祭を通じて改めて「ファン」の存在の有難味を実感しています。慎太郎を想う方々のお気持ちに報える
ような活動を行っていくよう努めていきます。

京都墓前祭

　第３９回目を迎えた北川村議長杯ソフトボール大会が、北川小学校グラウンドで１０月２８
日から１１月１日まで開催されました。
　６チームの参加があった本年も、A・Bゾーンに分かれ予選を行い、各リーグの１位の「和
道会」と「役場」が決勝戦をおこないました。序盤から「和道
会」の打線が繋がり、大量得点を得て見事優勝しました。
　また、３位決定戦では「郵便局」が「JP」に勝利しました。
　参加された選手及び関係者の皆さん大変お疲れ様でした。

　令和元年10月19日（土）に、第14回高知県和太鼓文化研究所「一響館」和太鼓コンクールが春野ピアステージ
で開催され、北川村やまなみ太鼓に所属する北川小中学生7名が出場しました。
　競技は、課題曲と自由曲の演奏を競うもので、北川村やまなみ太鼓は、最優秀賞、優秀賞に次ぐ敢闘賞を受賞しま
した。
　また、個人賞も受賞することができ、今後の励みにもなる成績を残すことが出来ました。

第３9回  北川村議長杯ソフトボール大会開催

和道会

試合結果

優 勝 役場準優勝
郵便局第 3 位

優勝した和道会チーム

北川村やまなみ太鼓北川村やまなみ太鼓

北川村やまなみ太鼓では、随時、参加者を募集しています。
下記の日時で練習を行っていますので、お気軽においでください。

記
大　人 毎週・月曜日 １９：３０～２１：００
子ども（保育園児から中学生まで） 毎週・日曜日 １５：３０～１６：３０（初心者）
  １６：３０～１７：３０（経験者）

問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　  北川村教育委員会　大久保　☎０８８７－３２－１２２３

・団体　　敢闘賞
  北川村やまなみ太鼓　　北川中（３年）　浜渦煌心・宮田舞都
　　　　　 　　　　　　　　　（１年）　浜渦一冴
　　　　　　　　 　　　北川小（５年）　小松美海・島田京葉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　手嶋とも・浜渦曖歩

・個人　　個人敢闘賞　　浜渦一冴
　　　　  個人特別賞　　宮田舞都・小松美海

【少年の部】

参加者募集
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ました。
　11時より慎太郎遺髪墓前で執り行いました神事には一般の方の参列も多く、朝早くから遺髪
墓をお訪ねくださったり、お供え物を持って参拝してくださる方も居られたりと、慎太郎を想って
くださるファンの気持ちに感激致しました。
　今年は、北川小学校の5年生が『総合的な学習の時間』で取り組んでいる「慎太郎PR大作戦」
活動の一環で、イベントに参加をしてくれました。イベント会場である中岡慎太郎館駐車場で、
【君も慎太郎マニアの仲間入り】と、「慎太郎の手作りうちわ」「慎太郎人生ゲーム」「慎太郎等身大
パネル」を用意して自分達でお客様を呼び込み、慎太郎の魅力をアピールしてくれていました。村
の子供達が自ら慎太郎をPRしてくれる様子が嬉しく、誇らしくも感じました。
　当会が管理をしている「慎太郎柚園」では、ゆず収穫・搾り体験を用意していましたが、予想を
はるかに越える参加者があり、受入れの手伝いをしてくれた村の当会会員さんは休憩も取れず、
お昼ご飯も食べられない状況でしたが、参加してくれた皆さんが笑顔で、とても楽しそうに体験を
されている様子が嬉しかったそうで『全然大変じゃなかったよ。楽しかった。』と言ってくれました。
　ご自分で収穫し、搾汁した柚子酢の瓶を眺めている皆さんのお顔は笑顔で溢れていました。
　慎太郎が栽培を奨励したと云われる「柚子」を慎太郎の命日に、生まれた地で収穫して、搾って、持ち帰ってくれた事は通常の収穫体
験よりも特別感があって開催して良かったなと感じます。
　慎太郎生家では1987年に『中岡慎太郎を表舞台に出す会』が制作した映画【幕末に生きる中岡慎太郎】を上映しました。
　以前、北川村で上映した事があったそうで、その際に鑑賞した方が『懐かしい。この映画を生家で観るのと雰囲気があっていいです
ね』と仰ってくださいました。
　昨年から、慎太郎の生誕日と命日には必ず開催しましょう。と決めた「慎太郎茶会」も生家で開催していましたので、より、素敵な雰囲
気でした、と言ってくださった参加者もおられました。

　イベントでは、昨年閉幕した県の博覧会「志国幕末維新博」でPRグループとして活動し
ていた「土佐おもてなし海援隊」の中岡慎太郎役、吉村虎太郎役だったお二人がそれぞれ、
創造広場アクトランドの広報「しんちゃん」、高知旅広場の自然体験レポーター「ケイスケ」
さんとして活動しており、新しい立場で「中岡慎太郎と北川村」の魅力を紹介しようと、慎
太郎館の豊田学芸員も加えて3人で楽しいトークショーを展開してくれました。お二人の
提案で急遽、「慎太郎食堂」の北川ランチの試食とPRも盛り込んでくれて当日、食堂で用
意をしていた「柚子窯」を使ったランチの紹介もしてもらいました。
　『新しい立場にはなりましたが、僕らの北川愛は変わりません。これからも北川村と慎太
郎さんをPRし続けます』とおっしゃってくださった事に感動しました。

　餅投げには「しんちゃん」と「ケイスケ」さんも参加してくれて、お二人が投げたお餅を拾ったお二人のファンの方は大事そうに両手で持ち
ながら『貴重なお餅です!!食べるのが勿体ない。逆にどうしよう…』と嘆いておられる様子が可愛らしく「ファン心理」に改めて感心しました。
　墓前祭の最後は慎太郎館で開催した『第4回慎太郎学習会』。今回のテーマは「陸援隊」。
　これまでの3回は10数名の参加者でしたが、命日に開催した4回目の学習会は続々と参加者があり、準備していた席数では足らなく
なって、急きょ増席するほどに盛況だったと講師の慎太郎館の豊田学芸員が嬉しそうに報告してくれました。
　参加者からも『やっぱり豊田さんの説明は明快で分かりやすいですね。勉強になりました』と言っていただきました。
　終日お天気に恵まれ、慎太郎の生誕地が賑やかな一日となりました。きっと、慎太郎さんも笑顔で見守っていた気がしています。
　ご来場くださった皆様、応援してくださった皆様、墓前祭開催に協力してくださったスタッフ・会員の皆様、本当にありがとうございま
した。

第152回忌  中岡慎太郎墓前祭

　11月15日。慎太郎と龍馬が京都近江屋で襲撃にあった日に毎年、二人が眠る「京都
霊山護国神社」で行われる墓前祭に今年、当会単独でPR出店に行って参りました。
　兵庫県の当会会員さんご自身が出版した「中岡慎太郎の行動から見た幕末維新」を
持って同ブースで一緒に慎太郎をPRしてくれる事にもなり、慎太郎ファンの間では有名
な方なのでその方に会うために来場される方が居られて慎太郎の話ができたり、当会が
出店する事を知って訪ねてくださった関西圏の会員さんも居られたりと、京都の墓前祭
に行かなければ会えない「出会い」をたくさんいただく事がありました。
　このような慎太郎ファンとの交流がとても嬉しいですし、貴重だと思いました。

　北川村の墓前祭、京都の墓前祭を通じて改めて「ファン」の存在の有難味を実感しています。慎太郎を想う方々のお気持ちに報える
ような活動を行っていくよう努めていきます。

京都墓前祭

　第３９回目を迎えた北川村議長杯ソフトボール大会が、北川小学校グラウンドで１０月２８
日から１１月１日まで開催されました。
　６チームの参加があった本年も、A・Bゾーンに分かれ予選を行い、各リーグの１位の「和
道会」と「役場」が決勝戦をおこないました。序盤から「和道
会」の打線が繋がり、大量得点を得て見事優勝しました。
　また、３位決定戦では「郵便局」が「JP」に勝利しました。
　参加された選手及び関係者の皆さん大変お疲れ様でした。

　令和元年10月19日（土）に、第14回高知県和太鼓文化研究所「一響館」和太鼓コンクールが春野ピアステージ
で開催され、北川村やまなみ太鼓に所属する北川小中学生7名が出場しました。
　競技は、課題曲と自由曲の演奏を競うもので、北川村やまなみ太鼓は、最優秀賞、優秀賞に次ぐ敢闘賞を受賞しま
した。
　また、個人賞も受賞することができ、今後の励みにもなる成績を残すことが出来ました。

第３9回  北川村議長杯ソフトボール大会開催

和道会

試合結果

優 勝 役場準優勝
郵便局第 3 位

優勝した和道会チーム

北川村やまなみ太鼓北川村やまなみ太鼓

北川村やまなみ太鼓では、随時、参加者を募集しています。
下記の日時で練習を行っていますので、お気軽においでください。

記
大　人 毎週・月曜日 １９：３０～２１：００
子ども（保育園児から中学生まで） 毎週・日曜日 １５：３０～１６：３０（初心者）
  １６：３０～１７：３０（経験者）

問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　  北川村教育委員会　大久保　☎０８８７－３２－１２２３

・団体　　敢闘賞
  北川村やまなみ太鼓　　北川中（３年）　浜渦煌心・宮田舞都
　　　　　 　　　　　　　　　（１年）　浜渦一冴
　　　　　　　　 　　　北川小（５年）　小松美海・島田京葉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　手嶋とも・浜渦曖歩

・個人　　個人敢闘賞　　浜渦一冴
　　　　  個人特別賞　　宮田舞都・小松美海

【少年の部】

参加者募集
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中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.29～

日本遺産認定
公式第51号

1日限定ゆずFeSハロウィン号に乗車！
　第5回ゆずFeSのオープニングイベントとなった、「1日限定『ゆずFeSハ
ロウィン号』に乗車♪」が、ごめん奈半利線とコラボをして、10月26日（土）
に開催されました。この日限定で、安芸～奈半利間を往復する『ゆずFeS
ハロウィン号』に、参加者全員が乗り込みました。参加者はハリーポッター
の衣装など、思い思いのコスプレをして、停車する各駅のホームにいる子
どもたちへ参加者がお菓子を配ります。そのお菓子を受け取る子どもた
ちの笑顔が参加者への特典という粋なプログラムとなっています。停車を
した各駅でお子さんがご家族と一緒に待っていて、お菓子のセットや、ハ
ロウィン用にデコレーションされた電車を見て、はしゃいでいました。
　お菓子を配り終えた後は、田野駅で停車して、ビンゴゲーム大会や、
DJによる音楽に合わせて踊りました。ビンゴゲームでは、中芸地域の食
材や製品など豪華な景品で盛り上がり、本プログラム用にアレンジされた
音楽で、参加したお子さん達も大喜びでした。

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎0887-30-1865

ゆず畑（北川村） 八幡跨線橋（田野町） 材木流し絵馬（奈半利町）

インスタグラム写真コンテスト審査中！
　第1回目ゆずとりんてつ「インスタグラムフォトコンテスト」の審査が、現在進行
中です！審査員は中芸地域の各小学校の5、6年生の皆さんです。投稿された
写真の中から、良いと思った写真に投票してもらいます。
　日本遺産の説明をしてから投票がスタートします。どの生徒さんも真剣に審

査をしてくれたおかげで、審査が順調に進んでいま
す。今後もこのような活動を通じて、地元の小中学
生たちが、中芸の日本遺産の魅力を知り、文化を
継承していくことと思います。

モネ
の

からの
お知らせ

北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441　
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/　定休日：火、12月～2月末日
★FBで日々の庭情報発信中。ぜひご覧ください♪

【お問い合わせ・ご予約】

FAX

2020年4月
モネの庭は20周年を迎えます。

【予約制】モネの庭のクリスマスケーキ♪

期間：2019年12月2日～2020年2月29日
～春の開園　3月1日（日）～

2000年4月19日に開園した、北川村「モネの庭」マルモッタン。お
かげさまで来年2020年には20周年を迎えます。現在、記念式典
やイベント開催に向けて準備を進めています。

「光の庭」のリューアル工事が
2020年4月のグランドオープン
に向けて進められています。
現場では美しい石積みもでき
ています。これからどんな風に
変わっていくのか楽しみです。

手づくりパン工房では、今年もクリスマスケーキをご用意いたしまし
た。予約限定で承ります。詳しくはHPもしくはチラシをご覧ください。

生クリーム 18㎝ 3,700円 ・ 15㎝ 3,200円（税込）
生チョコ 18㎝ 3,700円 ・ 15㎝ 3,200円（税込）
ブッシュドノエル 4,100円（税込）　

期間限定！カフェ☆オードブル承ります。

■料金・料理内容・お渡し日など、
　詳しくはモネの庭までお問い合わせください。
　（チラシもご用意しています）

クリスマスや年末年始のパーティーやご家族の集まりにカフェ「モネ
の家」特製のオードブルセットはいかがでしょうか？

モネの庭は12月2日より冬期メンテナンス休園期間に入りました。
庭では春に向けての作業を行っております。園内施設（ショップ・
カフェ・手づくり工房・フラワーショップ）は期間中は休業しており
ます。ご了承ください。モネの庭の春の開園は2020年3月1日とな
ります。春の開園をお楽しみに♪

ただいま冬期メンテナンス休園中

　10月20日（日）に香川県の坂出市立体育館で開催された、四国卓
球選手権大会（カデット以下の部）に北川小学校の児童2名（3年生・
濵渦　蒼輔さん　2年生・稲毛　一樹さん）が出場しました。結果は、
惜しくも2名とも1回戦敗退でした。四国大会のレベルの高さを感じ、
これからの練習にも磨きがかかることと思います。また、来年もこの
大会に出場することができるように頑張ってほしいと思います。

　北川ＪＰＣ（ジュニアピンポンクラブ）発足から、半年余りでま
さか四国大会出場者がでるとは思いませんでした。普段はあど
けなく可愛らしい子たちですが、試合が始まると真剣な表情を
見せます。結果は残念でしたが、試合敗退後は他県選手の試合
観戦をし、レベルの高いプレーに子どもたちも目をキラキラさ
せていました。課題もたくさん残りましたが、来年は団体戦でこ
の場に来たいと思いました。これからも応援よろしくお願いしま
す。最後にご協力いただいた保護者の皆さま、関係者の皆さま、
ありがとうございました。

北川ＪＰＣ  四国卓球選手権大会  出場！北川ＪＰＣ  四国卓球選手権大会  出場！

（監督談）

★NEWS★

北川村内の
配達承ります。
ご相談ください♪
（一部除外地域有）

※写真は昨年のものです。今年のケーキはチラシやHPをご覧ください。

☆お渡し日：12月23日・24日・25日
☆お渡し場所：モネの庭「手づくりパン工房」

ご予約・お問い合わせは…
　モネの庭　☎0887-32-1233まで
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中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.29～

日本遺産認定
公式第51号

1日限定ゆずFeSハロウィン号に乗車！
　第5回ゆずFeSのオープニングイベントとなった、「1日限定『ゆずFeSハ
ロウィン号』に乗車♪」が、ごめん奈半利線とコラボをして、10月26日（土）
に開催されました。この日限定で、安芸～奈半利間を往復する『ゆずFeS
ハロウィン号』に、参加者全員が乗り込みました。参加者はハリーポッター
の衣装など、思い思いのコスプレをして、停車する各駅のホームにいる子
どもたちへ参加者がお菓子を配ります。そのお菓子を受け取る子どもた
ちの笑顔が参加者への特典という粋なプログラムとなっています。停車を
した各駅でお子さんがご家族と一緒に待っていて、お菓子のセットや、ハ
ロウィン用にデコレーションされた電車を見て、はしゃいでいました。
　お菓子を配り終えた後は、田野駅で停車して、ビンゴゲーム大会や、
DJによる音楽に合わせて踊りました。ビンゴゲームでは、中芸地域の食
材や製品など豪華な景品で盛り上がり、本プログラム用にアレンジされた
音楽で、参加したお子さん達も大喜びでした。

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎0887-30-1865

ゆず畑（北川村） 八幡跨線橋（田野町） 材木流し絵馬（奈半利町）

インスタグラム写真コンテスト審査中！
　第1回目ゆずとりんてつ「インスタグラムフォトコンテスト」の審査が、現在進行
中です！審査員は中芸地域の各小学校の5、6年生の皆さんです。投稿された
写真の中から、良いと思った写真に投票してもらいます。
　日本遺産の説明をしてから投票がスタートします。どの生徒さんも真剣に審

査をしてくれたおかげで、審査が順調に進んでいま
す。今後もこのような活動を通じて、地元の小中学
生たちが、中芸の日本遺産の魅力を知り、文化を
継承していくことと思います。

モネ
の

からの
お知らせ

北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441　
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/　定休日：火、12月～2月末日
★FBで日々の庭情報発信中。ぜひご覧ください♪

【お問い合わせ・ご予約】

FAX

2020年4月
モネの庭は20周年を迎えます。

【予約制】モネの庭のクリスマスケーキ♪

期間：2019年12月2日～2020年2月29日
～春の開園　3月1日（日）～

2000年4月19日に開園した、北川村「モネの庭」マルモッタン。お
かげさまで来年2020年には20周年を迎えます。現在、記念式典
やイベント開催に向けて準備を進めています。

「光の庭」のリューアル工事が
2020年4月のグランドオープン
に向けて進められています。
現場では美しい石積みもでき
ています。これからどんな風に
変わっていくのか楽しみです。

手づくりパン工房では、今年もクリスマスケーキをご用意いたしまし
た。予約限定で承ります。詳しくはHPもしくはチラシをご覧ください。

生クリーム 18㎝ 3,700円 ・ 15㎝ 3,200円（税込）
生チョコ 18㎝ 3,700円 ・ 15㎝ 3,200円（税込）
ブッシュドノエル 4,100円（税込）　

期間限定！カフェ☆オードブル承ります。

■料金・料理内容・お渡し日など、
　詳しくはモネの庭までお問い合わせください。
　（チラシもご用意しています）

クリスマスや年末年始のパーティーやご家族の集まりにカフェ「モネ
の家」特製のオードブルセットはいかがでしょうか？

モネの庭は12月2日より冬期メンテナンス休園期間に入りました。
庭では春に向けての作業を行っております。園内施設（ショップ・
カフェ・手づくり工房・フラワーショップ）は期間中は休業しており
ます。ご了承ください。モネの庭の春の開園は2020年3月1日とな
ります。春の開園をお楽しみに♪

ただいま冬期メンテナンス休園中

　10月20日（日）に香川県の坂出市立体育館で開催された、四国卓
球選手権大会（カデット以下の部）に北川小学校の児童2名（3年生・
濵渦　蒼輔さん　2年生・稲毛　一樹さん）が出場しました。結果は、
惜しくも2名とも1回戦敗退でした。四国大会のレベルの高さを感じ、
これからの練習にも磨きがかかることと思います。また、来年もこの
大会に出場することができるように頑張ってほしいと思います。

　北川ＪＰＣ（ジュニアピンポンクラブ）発足から、半年余りでま
さか四国大会出場者がでるとは思いませんでした。普段はあど
けなく可愛らしい子たちですが、試合が始まると真剣な表情を
見せます。結果は残念でしたが、試合敗退後は他県選手の試合
観戦をし、レベルの高いプレーに子どもたちも目をキラキラさ
せていました。課題もたくさん残りましたが、来年は団体戦でこ
の場に来たいと思いました。これからも応援よろしくお願いしま
す。最後にご協力いただいた保護者の皆さま、関係者の皆さま、
ありがとうございました。

北川ＪＰＣ  四国卓球選手権大会  出場！北川ＪＰＣ  四国卓球選手権大会  出場！

（監督談）

★NEWS★

北川村内の
配達承ります。
ご相談ください♪
（一部除外地域有）

※写真は昨年のものです。今年のケーキはチラシやHPをご覧ください。

☆お渡し日：12月23日・24日・25日
☆お渡し場所：モネの庭「手づくりパン工房」

ご予約・お問い合わせは…
　モネの庭　☎0887-32-1233まで



8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ

　令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会
は
、８
月
８
日
に
開

会
し
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
、一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

モ
ネ
の
庭（
光
の
庭
）改
良
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
１
，８
３
０
千
円
増
額
し
、予
算
総

額
２
，４
５
３
，４
３
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

　令
和
元
年
９
月
定
例
議
会
は
、９
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
２
件
、承
認
１
件
、副
村
長
の
選
任
、

教
育
委
員
の
任
命
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
及
び
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２０
日

に
は
、２
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　平
成
２７
年
に
策
定
し
ま
し
た「
北
川
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」は
、計
画
最
終
年

度
を
迎
え
て
お
り
、今
年
度
中
に
次
期
戦
略
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、現
戦
略
の
成
果
の
検
証
、盛
り
込
む
べ

き
内
容
等
に
つ
い
て
、各
地
区
で
説
明
、関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、次
期
戦
略
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　台
風
１０
号
に
よ
り
被
災
し
た
林
道
２
箇
所
は
、

１０
月
頃
の
災
害
査
定
に
向
け
復
旧
工
法
の
選
定

や
設
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、今
年

度
中
の
復
旧
を
目
指
し
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　９
月
１
日
の
村
内
一
斉
自
主
防
災
訓
練
で
は
、

「
超
大
型
台
風
が
高
知
県
に
接
近
し
、北
川
村
全

域
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
」と
い
う
想
定
で
、

避
難
行
動
・
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
、そ
の
後
は

各
自
主
防
災
組
織
毎
に
、応
急
手
当
や
放
水
訓
練
、

防
災
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
促
進
、健
診
結

果
説
明
会
、運
動
教
室
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　特
定
健
診
で
は
、平
成
３０
年
度
の
受
診
率
が
、

５０
・
０
％
で
昨
年
度
の
受
診
率
を
維
持
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
の
成
果
が
出
て
き

て
お
り
、今
後
も
、粘
り
強
く
勧
奨
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　今
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
実
績
は
、７
８
９

件
、７
，４
１
０
千
円
と
昨
年
度
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
寄
附
金
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、

今
年
度
の
目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
に
達
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
ゆ
ず
の
圃
場
整
備
に
つ

い
て
は
、宗
ノ
上
・
小
島
・
二
タ
又
地
区
が
、春
に
は

ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
見
通
し
、久
江
ノ
上
地
区
が
、

９
月
末
に
は
契
約
の
見
込
み
で
あ
り
、新
規
就
農
者

３
名
を
含
む
７
名
の
耕
作
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　ま
た
、和
田
日
曽
裏
地
区
に
つ
い
て
も
、１
名
の

新
規
就
農
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　８
月
１
日
に
は
、小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
・
運

営
及
び
、起
業
家
農
業
者
の
支
援
の
た
め
の
組
織
と

し
て
、「
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
」を
設
立

し
ま
し
た
。

　野
友
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
と
併
せ
て
行
う
奈

半
利
川
堤
防
整
備
は
、堤
防
の
無
い
区
間
の
堤
防
整

備
、堤
防
の
有
る
区
間
の
湧
水
箇
所
の
改
修
を
行
な

う
よ
う
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　納
涼
祭
は
、２４
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

と
合
同
で
開
催
し
、小
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、

盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　モ
ネ
の
庭
は
、８
月
末
ま
で
の
入
園
者
は
昨
年

同
期
を
上
回
る
実
績
で
推
移
し
て
お
り
、９
月
１４

日
に
は
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
開
催
、ま
た
、来

年
３
月
末
日
ま
で
を
工
期
に
光
の
庭
の
改
良
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
は
、４
月
か
ら
の
利
用
者
は
宿
泊

と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
８
，１
０
４
人
と

な
っ
て
お
り
、ほ
ぼ
計
画
目
標
通
り
の
実
績
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て
、整
備
済
み
の
６
軒

（
久
府
付
４
軒
、野
川
１
軒
、野
友
１
件
）は
、全
て

入
居
し
て
お
り
、今
後
は
、売
買
・
借
上
げ
な
ど
も

含
め
、活
用
可
能
な
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、

計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　移
住
者
を
対
象
と
し
た
起
業
家
農
業
者
が
、９

月
か
ら
１
名
就
任
し
、就
農
研
修
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
も
、就
農
相
談
会
な
ど
を
通
じ
新
規
就
農
者

の
確
保
、起
業
家
農
業
者
と
し
て
自
立
で
き
る
育

成
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
向
け
て
は
、地
域
住

民
の
皆
様
に
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
て
い
く
仕
組
み

と
し
て「
学
校
運
営
協
議
会
」の
設
置
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。７
月
に
は
、準
備
委
員
会
を
設
立
、

８
月
に
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、保
小
中
の
連
携

の
取
り
組
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、住
民
の
皆
様
と
共
に
北
川
村
の
教
育
環

境
に
つ
い
て
、検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、本
年
度
も「
高
知

大
学
出
前
公
開
講
座（
全
３
回
）」を
開
催
し
ま
す
。

　７
月
２２
日
か
ら
３１
日
ま
で
の
１０
日
間
、北
川
中

学
校
の
生
徒
７
名
が
、海
外
派
遣
事
業
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。海
外

派
遣
事
業
は
、生
の
英
語
に
ふ
れ
、異
文
化
や
習

慣
を
直
に
体
験
す
る
こ
と
で
、新
た
な
も
の
の

見
方
や
考
え
方
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

て
お
り
、多
く
の
子
ど
も
達
に
国
際
感
覚
を
養

う
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、２
学
期
か

ら
ジ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
招
致
職
員
を
１
名
体

制
か
ら
２
名
体
制
に
増
員
し
ま
し
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
）

　中
岡
慎
太
郎
館
で
は
、来
年
１
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
、「
北
川
村

　あ
の
日
あ
の
時
」の
第
２
弾

を
開
催
し
ま
す
。

　ま
た
、
１１
月
３０
日
か
ら
１２
月
８
日
ま
で「
第
３０

回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
に
続
き
、田
野
、安
田
の
書
画
展
と
合
同
開

催
し
、書
画
鑑
賞
を
通
じ
て
、３
町
村
の
交
流
人

口
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、９
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

高
齢
者
の
車
の
運
転
に
関
し
て
の

  

支
援
策
に
つ
い
て

9

　運
転
免
許
自
主
返
納
者
の
支
援
策
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　福
祉
的
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
は
、運
転
免
許

証
自
主
返
納
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、そ
の
利
用
対

象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
の
利
用
促

進
、高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
取
組
む
こ
と
で
免
許
証
を
返
納
さ

れ
る
方
、あ
る
い
は
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
に

繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　現
在
乗
っ
て
い
る
車
に
取
り
付
け
可
能
な
安

全
装
置
購
入
へ
の
支
援
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　村
で
は
、運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
方
に
お
い

て
も
福
祉
的
バ
ス
の
利
用
の
対
応
に
配
慮
す
る

な
ど
、高
齢
者
の
足
の
確
保
に
重
点
を
お
い
た
施

策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、不
安
を
感
じ
た

方
に
は
、可
能
な
限
り
返
納
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。一
方
で
、ご
自
身
で

運
転
し
た
い
、運
転
で
き
る
と
い
う
方
も
お
ら
れ

ま
す
の
で
、補
助
装
置
を
着
け
た
車
の
試
運
転
が

で
き
る
機
会
の
創
出
な
ど
を
今
後
検
討
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

野
友
の
新
し
い
整
備
さ
れ
た
分
譲
地
に
つ
い
て

9

　分
譲
が
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、理
由

と
分
譲
開
始
時
期
な
ど
現
在
の
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　野
友
東
川
地
区
の
分
譲
地
に
つ
い
て
、販
売
時

期
が
ず
れ
込
ん
で
お
り
ま
す
事
は
大
変
申
し
訳

な
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　早
期
の
分
譲
開
始
を
目
指
し
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
が
、６
月
の
半
ば
の
豪
雨
の
際
、分

譲
予
定
地
の
東
西
の
水
路
か
ら
雨
水
が
溢
れ
、現

場
を
確
認
し
た
結
果
、現
状
の
ま
ま
で
は
分
譲
す

る
訳
に
は
い
か
な
い
と
い
う
判
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　そ
の
為
、豪
雨
時
の
排
水
状
況
を
見
な
が
ら
関

係
機
関
と
協
議
を
行
い
、対
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　問
題
の
解
消
が
見
込
め
る
段
階
で
速
や
か
に

分
譲
の
募
集
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

9

　す
で
に
分
譲
さ
れ
た
と
こ
ろ
や
村
営
住
宅

な
ど
子
育
て
世
代
の
家
族
が
増
え
て
い
る
が
、公

園
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　現
時
点
で
は
分
譲
地
内
に
公
園
を
整
備
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
園
を
整
備
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
公
園
が
必
要
な
の
か
、整
備
を
し
た

後
の
管
理
に
つ
い
て
も
事
前
の
検
討
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　以
前
、父
兄
か
ら
ご
意
見
が
あ
り
、ど
の
様
な

公
園
が
必
要
な
の
か
、管
理
は
父
兄
、あ
る
い
は

地
域
が
持
続
的
に
行
う
事
が
で
き
る
の
か
な
ど

い
く
つ
か
の
課
題
を
整
理
し
提
案
し
て
欲
し
い

と
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、残
念
な
が
ら

公
園
整
備
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　そ
う
し
た
背
景
を
考
え
ま
す
と
、ま
ず
は
モ
ネ

の
庭
の
遊
び
の
森
、小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
既

存
の
施
設
の
有
効
活
用
を
考
え
て
行
か
な
い
と

い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、７
月
に
開
所
し
ま
し
た
小
規
模
多
機
能

施
設「
ゆ
ず
の
花
」も
活
用
し
な
が
ら
、今
年
度
策

定
の
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
も
、校
舎
・

校
庭
を
考
え
る
際
は
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

役
場
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

9

　総
合
的
に
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
、進
み
具
合
、完
成
時
期
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　道
路
整
備
や
小
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
工
事
な
ど

が
現
在
進
ん
で
お
り
、残
地
、対
面
の
村
購
入
地

の
活
用
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、役
場
庁
舎
に
つ
い
て
も
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
等
の
関
係
か
ら
部
分
改
修
を
含
め
た
増

築
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、役
場
周
辺
一
帯
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
、素
案
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。年
度
内
に
は
、一
定
の
方
向

性
や
具
体
的
な
活
用
方
法
を
提
示
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

  

鳥
獣
対
策（
サ
ル
）に
つ
い
て

9

　村
内
で
ゆ
ず
を
折
ら
れ
た
り
、裂
か
れ
る
等

の
被
害
が
出
て
い
る
。北
川
モ
デ
ル
の
園
地
整
備

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、そ
の
対
応
・
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　サ
ル
を
始
め
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
、有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
か
な
り
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
し
て
、被
害
金
額
に
つ
い
て
も
平
成
２６

年
度
か
ら
約
１
・
３
倍
く
ら
い
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。　北

川
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
、事
業
の
成
功
に
向

け
て
で
き
る
限
り
の
対
策
は
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、鳥
獣
対
策
に
つ
い

て
は
、一
方
的
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、農
業
者
に

と
っ
て
自
分
の
園
地
は
自
分
で
守
る
と
い
う
の

は
基
本
的
な
こ
と
で
あ
り
、侵
入
防
止
柵
の
設
置
、

緩
衝
帯
の
整
備
な
ど
、個
々
の
農
業
者
が
お
互
い

に
協
力
し
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　鳥
獣
別
の
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
、サ
ル
に
よ

る
平
成
３０
年
度
の
被
害
金
額
は
平
成
２６
年
度
の

約
１
・
７
倍
で
、農
業
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
す
。特
に
ユ
ズ
に
対
す
る
サ
ル
の
被
害
は

被
害
金
額
全
体
の
約
２８
％
と
な
っ
て
お
り
、近
年

増
加
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
態
で
す
が
、被
害
金
額
は
も
っ
と
も
多
く
農

業
被
害
全
体
の
約
５８
％
、ユ
ズ
に
対
し
て
は
、約

７２
％
を
超
え
る
状
況
で
す
。

　イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
減
少
傾

向
で
、被
害
は
ほ
と
ん
ど
が
野
菜
や
水
稲
で
被
害

金
額
は
１０
％
で
あ
り
ま
す
が
、近
年
、収
穫
前
の

水
稲
へ
の
被
害
が
み
ら
れ
る
な
ど
農
家
に
と
っ

て
は
大
変
深
刻
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま

す
。　サ

ル
の
被
害
対
策
と
し
て
、狩
猟
者
に
よ
る
捕

獲
の
推
進
・
個
体
数
の
調
整
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、捕
獲
奨
励
制
度
の
創
設
な
ど
、現
在
狩
猟
者

と
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、大
型
捕
獲

檻
２
基
に
つ
い
て
餌
付
け
の
仕
方
な
ど
を
改
良

し
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、県
内
で
捕
獲
実
績

が
上
が
っ
て
い
る
新
た
な
捕
獲
檻
の
導
入
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　捕
獲
だ
け
で
な
く
侵
入
防
止
策
の
設
置
や
、農

地
に
近
づ
け
な
い
よ
う
な
環
境
の
整
備
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策
に
つ
い

て
は
、侵
入
防
止
策
の
設
置
が
有
効
で
す
の
で
、

今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。捕
獲
の
推
進
に
よ
る
個
体
数
調
整
も
重
要
で

す
の
で
、括
り
わ
な
の
積
極
的
な
活
用
と
、シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
用
に
新
た
な
箱
わ
な
の
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ

い
て（
報
告
第
２
号
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承

認
第
１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，８
０
６
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
６
，２
３
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

村
有
地
の
原
状
回
復
不
履
行
に
係
る
和
解
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
議
案
第
４
号
）

　教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て（
議
案
第
５
号
）

　固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て（
議
案
第
６
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て（
議
案
第
７
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

５
号)

に
つ
い
て（
議
案
第
１０
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
６
，１
９
８
千
円
増

額
し
、予
算
総
額
を
２
，５
２
２
，４
３
５
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て（
議
案
１１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
３
９
，１
２
９
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１２
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１３
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１４

号
）　全

員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１５
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第

１６
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
２
日（
火
）

◇
議
題

　①
北
川
村
財
政
に
つ
い
て

　②
常
任
委
員
会
視
察
研
修
に
つ
い
て

７
月
９
日（
火
）〜
11
日（
木
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
長
野
県
高
森
町

　ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
地
蔵

　先
進
事
例
と
し
て
地
域
の
体
力
、健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み「
P
P
K
運
動
」を
考
案

し
普
及
指
導
を
し
た
取
り
組
み
を
社
会
福

祉
協
議
会
の
皆
様
と
と
も
に
視
察
し
ま
し

た
。地
元
住
民
と
の
会
話
の
中
か
ら
、東
洋

医
学
を
取
り
入
れ
、考
案
し
現
在
に
至
っ
て

お
り
、北
川
村
の
、福
祉
施
策
の
取
り
組
み

の
中
で
い
か
せ
て
い
け
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
飯
綱
町

　議
会

　「
議
会
力
を
向
上
さ
せ
町
長
と
切
磋
琢
磨

す
る
議
会
へ
」

　議
会
及
び
議
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、村
民
の
負
託
に

応
え
、村
行
政
の
一
方
の
担
い
手
と
し
て
の

活
動
の
あ
り
方
な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、こ
の
な
か
で
意
見
交
換
を
行
い
、

自
ら
の
意
識
改
革
、さ
ら
に
住
民
に
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
小
川
村

　小
川
の
庄

　住
民
が
生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
づ
く

り
を
行
い
、地
域
の
高
齢
者
の
雇
用
創
出
の

場
と
な
っ
て
い
る
。地
元
の
素
材
を
活
か
し

地
元
の
労
働
力
を
活
用
し
た
、雇
用
の
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、地
元
の
文
化
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
継
承
し
、発
展
さ
せ

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

９
月
２４
日（
火
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
高
知
お
お
と
よ
製
材
㈱

　会
社
の
概
要
等
説
明
受
け
、工
場
内
の
見

学
を
行
っ
た
。

　○
本
山
町
議
会

　議
会
活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、活
動
の
あ
り
方

な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　議
会
改
革
に
至
っ
た
要
因
、手
法
、内
容

な
ど
の
説
明
を
受
け
、い
か
に
議
会
が
機
能

を
果
せ
る
か
、住
民
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る

議
会
活
動
で
き
る
の
か
を
考
え
、議
員
資
質

向
上
、議
会
活
動
の
向
上
な
ど
め
ざ
し
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

■
研
修
ほ
か

７
月
１８
日（
木
）

　高
知
県
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　演
題「
公
共
施
設
、空
き
家
、コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」

７
月
２４
日（
水
）

　安
芸
郡
町
村
議
会
議
員
等
研
修
会

　議
題「
高
知
県
東
部
の
修
学
旅
行
受
入
に
つ
い

て
」

　
　
　「
田
舎
生
活
体
験
の
取
り
組
み
事
例
に
つ

い
て
」

７
月
２９
日（
月
）

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」開
所
式

令
和
元
年

第
２
回
臨
時
会

令
和
元
年

第
３
回
議
会
定
例
会

（
抜
粋
）

上村　　誠 村長

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　

 

議
長

　岩
垣

　實
男

員流交
国　際

手助導指
外  国  語
ノ ー ラ・ フ ァー リ ー &
デ ィ ビ ット・ ク ラ ッ テ ッ ン バ ー グ

クリスマスをやめましょう

　私は高校生の時にクリスマスをやめました。祖父はキリスト教の神父だったのに、うちの家族は四人も滅
多に教会に行かず、神様にもイエスキリストにも全く信仰がないです。それなのに、子供の時はクリスマス
が大好きでした。親と一緒にクッキーを作ったり、クリスマスツリーを飾ったり、待降節のロウソクを灯した

り、クリスマスの絵本を読んだり、祝いの準備まで楽しかったです。そして25日がやってきたら、待ちわびていた親戚や「サンタ・ク
ラウス」からのプレゼントを開け、一日中遊ぶのが何よりも素敵だと思っていました。無信仰なのにクリスマスを楽しむことは日本
人にとって不思議なことではないでしょう。米国人の中でもキリスト教を信じない人が近年増えているのに、クリスマスの普遍性が
中々絶えません。さて、この環境の中、私はどうしてクリスマスをやめることにしたのか、これから説明させていただきます。
　母国のアメリカでは、国民の多数はキリスト教ですが、ユダヤ教、イスラム教、ヒンドゥー教、仏教、バハイ教、シク教、その他な
ど、色々な宗教があります。現代はだいたい平等や理解を目指すようになっているが、不平等な歴史に伴う格差や偏見的な考え方
はすぐに消えないものです。11～13世紀の十字軍以来、キリスト教は、西洋で社会的な力を強めてきました。ローマ、スペイン、ポ
ルトガル、メキシコ、アメリカ植民地で行われた異端審問や魔女狩り、アフリカの植民地化や奴隷化、オーストラリア、北アメリカ
大陸の先住民、東北インド人の強制的回心、ホロコーストに至ったユダヤ教徒の迫害、現在米国で続発するイスラム教徒やLGBT
に対する憎悪犯罪など、キリスト教の名において行われる暴力は、数え切れません。もちろん、慈善施設、病院、災害救助など、キ
リスト教の教訓に基づき、良い効果のある運動も少なくありませんが、キリスト教を世界で最も力強い宗教にしたのはこの慈善運
動ではなく、千年以上に渡る暴力だと考えます。そのように強い力を持った宗教は、他からの支えが必要ありません。高校で世界
の歴史や社会的迫害制度を勉強し始めた私はこう考えるようになり、信仰がないのにキリスト教の祝日を祝うことに違和感が生
まれました。
　一方、多様性のある社会で自分と異なる人の考え方を理解し、受け入れることがとても大事です。無信仰の私の想像もつかない
「信仰心」というものを抱くのはどのような経験か知りたくなり、子供の時からカトリシズム（キリスト教の宗派の一つ）に信仰の
深い伯母に色々質問をしてみました。伯母は現代のキリスト教徒の多数と変わらず、キリスト教の歴史に暴力があることを認めな
がら、聖書の平和的な教訓を大事にしており、自分の信仰心を活かして身の回りの苦しみを癒そうとしています。職業でも趣味で
もある音楽を神様からの恵みだと信じています。これらのことを親切に説明してくれた伯母は、クリスマスについて興味深いこと
を言いました。彼女にとってクリスマスは、イエスの誕生を祝うとても聖なる祝日で、プレゼントやサンタ・クラウスを楽しみながら
も、それをクリスマスの本質から遠く離れたものだと思っているそうです。尚、近年のクリスマスの商業化を見て、自分の大切にす
る宗教が無信仰の人にとって、ただの物質主義中心の遊びに過ぎないことに大変残念な気持ちをしているそうです。
　キリスト教の暴力的な歴史による力と、キリスト教徒の素直な信仰心。対立しそうな概念だとはいえ、そうしたことから私はも
うクリスマスを楽しめなくなりました。それ以来、冬至を祝ったり新年を祝ったり、キリスト教徒の信仰心を尊敬しながら冬を楽し
く過ごしております。

七面鳥の御馳走

　カナダでは、12月は多くの家族にとって特別な時期です。たくさんのカナダ人が外国に引っ越したり、
世界の色々な場所に落ち着いたりするにもかかわらず、冬休みの間に家族に会うために帰国するのが普通
です。それで、この時期はどのように祝っているでしょう？もちろん、美味しい食事を食べているに違いあ

りません。
　出身地のノバスコーシャ州にいる僕の家族は、たくさんのを料理を作り、一緒に食べることで冬の祝日を祝っています。まずは
ジャガイモです。クリームとバターをたっぷり入れてマッシュします。この「マッシュ・ポテト」はとてもクリーミーで、野菜というよ
りまるでスープみたいです。次はパン粉、ソーセージ、刻んだ野菜とたくさんの調味料を混ぜて「スタッフィング」と呼ばれるものを
用意します。お肉の味が染みるように、スタッフィングは七面鳥の中に入れて焼いています。それを聞いて美味しいと思わないで
しょうが、とても美味しいです。
　スタッフィングが出来上がったら、七面鳥の準備をします。普段、９キロぐらいの鳥を使っています。「準備」といえば、単にスタッ
フィングを入れ、味付けをし、5時間くらいオーブンに置くだけのことです。オーブンから出す時、七面鳥はきつね色になっていま
す。七面鳥から出た油でジャガイモやお肉にかける美味しいグレイビーソースを作ります。そして、デザートはパンプキン・パイで
す！食事が終わったら皆が満腹で、数キロ太っているでしょう。



8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ

　令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会
は
、８
月
８
日
に
開

会
し
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
、一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

モ
ネ
の
庭（
光
の
庭
）改
良
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
１
，８
３
０
千
円
増
額
し
、予
算
総

額
２
，４
５
３
，４
３
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

　令
和
元
年
９
月
定
例
議
会
は
、９
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
２
件
、承
認
１
件
、副
村
長
の
選
任
、

教
育
委
員
の
任
命
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
及
び
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２０
日

に
は
、２
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 
行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　平
成
２７
年
に
策
定
し
ま
し
た「
北
川
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」は
、計
画
最
終
年

度
を
迎
え
て
お
り
、今
年
度
中
に
次
期
戦
略
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、現
戦
略
の
成
果
の
検
証
、盛
り
込
む
べ

き
内
容
等
に
つ
い
て
、各
地
区
で
説
明
、関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、次
期
戦
略
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　台
風
１０
号
に
よ
り
被
災
し
た
林
道
２
箇
所
は
、

１０
月
頃
の
災
害
査
定
に
向
け
復
旧
工
法
の
選
定

や
設
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、今
年

度
中
の
復
旧
を
目
指
し
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　９
月
１
日
の
村
内
一
斉
自
主
防
災
訓
練
で
は
、

「
超
大
型
台
風
が
高
知
県
に
接
近
し
、北
川
村
全

域
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
」と
い
う
想
定
で
、

避
難
行
動
・
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
、そ
の
後
は

各
自
主
防
災
組
織
毎
に
、応
急
手
当
や
放
水
訓
練
、

防
災
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
促
進
、健
診
結

果
説
明
会
、運
動
教
室
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　特
定
健
診
で
は
、平
成
３０
年
度
の
受
診
率
が
、

５０
・
０
％
で
昨
年
度
の
受
診
率
を
維
持
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
の
成
果
が
出
て
き

て
お
り
、今
後
も
、粘
り
強
く
勧
奨
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　今
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
実
績
は
、７
８
９

件
、７
，４
１
０
千
円
と
昨
年
度
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
寄
附
金
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、

今
年
度
の
目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
に
達
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
ゆ
ず
の
圃
場
整
備
に
つ

い
て
は
、宗
ノ
上
・
小
島
・
二
タ
又
地
区
が
、春
に
は

ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
見
通
し
、久
江
ノ
上
地
区
が
、

９
月
末
に
は
契
約
の
見
込
み
で
あ
り
、新
規
就
農
者

３
名
を
含
む
７
名
の
耕
作
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　ま
た
、和
田
日
曽
裏
地
区
に
つ
い
て
も
、１
名
の

新
規
就
農
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　８
月
１
日
に
は
、小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
・
運

営
及
び
、起
業
家
農
業
者
の
支
援
の
た
め
の
組
織
と

し
て
、「
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
」を
設
立

し
ま
し
た
。

　野
友
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
と
併
せ
て
行
う
奈

半
利
川
堤
防
整
備
は
、堤
防
の
無
い
区
間
の
堤
防
整

備
、堤
防
の
有
る
区
間
の
湧
水
箇
所
の
改
修
を
行
な

う
よ
う
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　納
涼
祭
は
、２４
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

と
合
同
で
開
催
し
、小
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、

盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　モ
ネ
の
庭
は
、８
月
末
ま
で
の
入
園
者
は
昨
年

同
期
を
上
回
る
実
績
で
推
移
し
て
お
り
、９
月
１４

日
に
は
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
開
催
、ま
た
、来

年
３
月
末
日
ま
で
を
工
期
に
光
の
庭
の
改
良
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
は
、４
月
か
ら
の
利
用
者
は
宿
泊

と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
８
，１
０
４
人
と

な
っ
て
お
り
、ほ
ぼ
計
画
目
標
通
り
の
実
績
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て
、整
備
済
み
の
６
軒

（
久
府
付
４
軒
、野
川
１
軒
、野
友
１
件
）は
、全
て

入
居
し
て
お
り
、今
後
は
、売
買
・
借
上
げ
な
ど
も

含
め
、活
用
可
能
な
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、

計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　移
住
者
を
対
象
と
し
た
起
業
家
農
業
者
が
、９

月
か
ら
１
名
就
任
し
、就
農
研
修
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
も
、就
農
相
談
会
な
ど
を
通
じ
新
規
就
農
者

の
確
保
、起
業
家
農
業
者
と
し
て
自
立
で
き
る
育

成
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
向
け
て
は
、地
域
住

民
の
皆
様
に
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
て
い
く
仕
組
み

と
し
て「
学
校
運
営
協
議
会
」の
設
置
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。７
月
に
は
、準
備
委
員
会
を
設
立
、

８
月
に
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、保
小
中
の
連
携

の
取
り
組
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、住
民
の
皆
様
と
共
に
北
川
村
の
教
育
環

境
に
つ
い
て
、検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、本
年
度
も「
高
知

大
学
出
前
公
開
講
座（
全
３
回
）」を
開
催
し
ま
す
。

　７
月
２２
日
か
ら
３１
日
ま
で
の
１０
日
間
、北
川
中

学
校
の
生
徒
７
名
が
、海
外
派
遣
事
業
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。海
外

派
遣
事
業
は
、生
の
英
語
に
ふ
れ
、異
文
化
や
習

慣
を
直
に
体
験
す
る
こ
と
で
、新
た
な
も
の
の

見
方
や
考
え
方
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

て
お
り
、多
く
の
子
ど
も
達
に
国
際
感
覚
を
養

う
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、２
学
期
か

ら
ジ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
招
致
職
員
を
１
名
体

制
か
ら
２
名
体
制
に
増
員
し
ま
し
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
）

　中
岡
慎
太
郎
館
で
は
、来
年
１
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
、「
北
川
村

　あ
の
日
あ
の
時
」の
第
２
弾

を
開
催
し
ま
す
。

　ま
た
、
１１
月
３０
日
か
ら
１２
月
８
日
ま
で「
第
３０

回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
に
続
き
、田
野
、安
田
の
書
画
展
と
合
同
開

催
し
、書
画
鑑
賞
を
通
じ
て
、３
町
村
の
交
流
人

口
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、９
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

高
齢
者
の
車
の
運
転
に
関
し
て
の

  

支
援
策
に
つ
い
て

9

　運
転
免
許
自
主
返
納
者
の
支
援
策
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　福
祉
的
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
は
、運
転
免
許

証
自
主
返
納
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、そ
の
利
用
対

象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
の
利
用
促

進
、高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
取
組
む
こ
と
で
免
許
証
を
返
納
さ

れ
る
方
、あ
る
い
は
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
に

繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　現
在
乗
っ
て
い
る
車
に
取
り
付
け
可
能
な
安

全
装
置
購
入
へ
の
支
援
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　村
で
は
、運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
方
に
お
い

て
も
福
祉
的
バ
ス
の
利
用
の
対
応
に
配
慮
す
る

な
ど
、高
齢
者
の
足
の
確
保
に
重
点
を
お
い
た
施

策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、不
安
を
感
じ
た

方
に
は
、可
能
な
限
り
返
納
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。一
方
で
、ご
自
身
で

運
転
し
た
い
、運
転
で
き
る
と
い
う
方
も
お
ら
れ

ま
す
の
で
、補
助
装
置
を
着
け
た
車
の
試
運
転
が

で
き
る
機
会
の
創
出
な
ど
を
今
後
検
討
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

野
友
の
新
し
い
整
備
さ
れ
た
分
譲
地
に
つ
い
て

9

　分
譲
が
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、理
由

と
分
譲
開
始
時
期
な
ど
現
在
の
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　野
友
東
川
地
区
の
分
譲
地
に
つ
い
て
、販
売
時

期
が
ず
れ
込
ん
で
お
り
ま
す
事
は
大
変
申
し
訳

な
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　早
期
の
分
譲
開
始
を
目
指
し
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
が
、６
月
の
半
ば
の
豪
雨
の
際
、分

譲
予
定
地
の
東
西
の
水
路
か
ら
雨
水
が
溢
れ
、現

場
を
確
認
し
た
結
果
、現
状
の
ま
ま
で
は
分
譲
す

る
訳
に
は
い
か
な
い
と
い
う
判
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　そ
の
為
、豪
雨
時
の
排
水
状
況
を
見
な
が
ら
関

係
機
関
と
協
議
を
行
い
、対
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　問
題
の
解
消
が
見
込
め
る
段
階
で
速
や
か
に

分
譲
の
募
集
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

9

　す
で
に
分
譲
さ
れ
た
と
こ
ろ
や
村
営
住
宅

な
ど
子
育
て
世
代
の
家
族
が
増
え
て
い
る
が
、公

園
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　現
時
点
で
は
分
譲
地
内
に
公
園
を
整
備
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
園
を
整
備
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
公
園
が
必
要
な
の
か
、整
備
を
し
た

後
の
管
理
に
つ
い
て
も
事
前
の
検
討
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　以
前
、父
兄
か
ら
ご
意
見
が
あ
り
、ど
の
様
な

公
園
が
必
要
な
の
か
、管
理
は
父
兄
、あ
る
い
は

地
域
が
持
続
的
に
行
う
事
が
で
き
る
の
か
な
ど

い
く
つ
か
の
課
題
を
整
理
し
提
案
し
て
欲
し
い

と
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、残
念
な
が
ら

公
園
整
備
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　そ
う
し
た
背
景
を
考
え
ま
す
と
、ま
ず
は
モ
ネ

の
庭
の
遊
び
の
森
、小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
既

存
の
施
設
の
有
効
活
用
を
考
え
て
行
か
な
い
と

い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、７
月
に
開
所
し
ま
し
た
小
規
模
多
機
能

施
設「
ゆ
ず
の
花
」も
活
用
し
な
が
ら
、今
年
度
策

定
の
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
も
、校
舎
・

校
庭
を
考
え
る
際
は
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

役
場
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

9

　総
合
的
に
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
、進
み
具
合
、完
成
時
期
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　道
路
整
備
や
小
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
工
事
な
ど

が
現
在
進
ん
で
お
り
、残
地
、対
面
の
村
購
入
地

の
活
用
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、役
場
庁
舎
に
つ
い
て
も
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
等
の
関
係
か
ら
部
分
改
修
を
含
め
た
増

築
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、役
場
周
辺
一
帯
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
、素
案
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。年
度
内
に
は
、一
定
の
方
向

性
や
具
体
的
な
活
用
方
法
を
提
示
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

  

鳥
獣
対
策（
サ
ル
）に
つ
い
て

9

　村
内
で
ゆ
ず
を
折
ら
れ
た
り
、裂
か
れ
る
等

の
被
害
が
出
て
い
る
。北
川
モ
デ
ル
の
園
地
整
備

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、そ
の
対
応
・
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　サ
ル
を
始
め
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
、有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
か
な
り
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
し
て
、被
害
金
額
に
つ
い
て
も
平
成
２６

年
度
か
ら
約
１
・
３
倍
く
ら
い
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。　北

川
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
、事
業
の
成
功
に
向

け
て
で
き
る
限
り
の
対
策
は
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、鳥
獣
対
策
に
つ
い

て
は
、一
方
的
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、農
業
者
に

と
っ
て
自
分
の
園
地
は
自
分
で
守
る
と
い
う
の

は
基
本
的
な
こ
と
で
あ
り
、侵
入
防
止
柵
の
設
置
、

緩
衝
帯
の
整
備
な
ど
、個
々
の
農
業
者
が
お
互
い

に
協
力
し
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　鳥
獣
別
の
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
、サ
ル
に
よ

る
平
成
３０
年
度
の
被
害
金
額
は
平
成
２６
年
度
の

約
１
・
７
倍
で
、農
業
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
す
。特
に
ユ
ズ
に
対
す
る
サ
ル
の
被
害
は

被
害
金
額
全
体
の
約
２８
％
と
な
っ
て
お
り
、近
年

増
加
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
態
で
す
が
、被
害
金
額
は
も
っ
と
も
多
く
農

業
被
害
全
体
の
約
５８
％
、ユ
ズ
に
対
し
て
は
、約

７２
％
を
超
え
る
状
況
で
す
。

　イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
減
少
傾

向
で
、被
害
は
ほ
と
ん
ど
が
野
菜
や
水
稲
で
被
害

金
額
は
１０
％
で
あ
り
ま
す
が
、近
年
、収
穫
前
の

水
稲
へ
の
被
害
が
み
ら
れ
る
な
ど
農
家
に
と
っ

て
は
大
変
深
刻
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま

す
。　サ

ル
の
被
害
対
策
と
し
て
、狩
猟
者
に
よ
る
捕

獲
の
推
進
・
個
体
数
の
調
整
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、捕
獲
奨
励
制
度
の
創
設
な
ど
、現
在
狩
猟
者

と
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、大
型
捕
獲

檻
２
基
に
つ
い
て
餌
付
け
の
仕
方
な
ど
を
改
良

し
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、県
内
で
捕
獲
実
績

が
上
が
っ
て
い
る
新
た
な
捕
獲
檻
の
導
入
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　捕
獲
だ
け
で
な
く
侵
入
防
止
策
の
設
置
や
、農

地
に
近
づ
け
な
い
よ
う
な
環
境
の
整
備
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策
に
つ
い

て
は
、侵
入
防
止
策
の
設
置
が
有
効
で
す
の
で
、

今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。捕
獲
の
推
進
に
よ
る
個
体
数
調
整
も
重
要
で

す
の
で
、括
り
わ
な
の
積
極
的
な
活
用
と
、シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
用
に
新
た
な
箱
わ
な
の
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ

い
て（
報
告
第
２
号
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承

認
第
１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，８
０
６
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
６
，２
３
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

村
有
地
の
原
状
回
復
不
履
行
に
係
る
和
解
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
議
案
第
４
号
）

　教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て（
議
案
第
５
号
）

　固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て（
議
案
第
６
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て（
議
案
第
７
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

５
号)

に
つ
い
て（
議
案
第
１０
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
６
，１
９
８
千
円
増

額
し
、予
算
総
額
を
２
，５
２
２
，４
３
５
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て（
議
案
１１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
３
９
，１
２
９
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１２
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１３
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１４

号
）　全

員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１５
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第

１６
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
２
日（
火
）

◇
議
題

　①
北
川
村
財
政
に
つ
い
て

　②
常
任
委
員
会
視
察
研
修
に
つ
い
て

７
月
９
日（
火
）〜
11
日（
木
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
長
野
県
高
森
町

　ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
地
蔵

　先
進
事
例
と
し
て
地
域
の
体
力
、健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み「
P
P
K
運
動
」を
考
案

し
普
及
指
導
を
し
た
取
り
組
み
を
社
会
福

祉
協
議
会
の
皆
様
と
と
も
に
視
察
し
ま
し

た
。地
元
住
民
と
の
会
話
の
中
か
ら
、東
洋

医
学
を
取
り
入
れ
、考
案
し
現
在
に
至
っ
て

お
り
、北
川
村
の
、福
祉
施
策
の
取
り
組
み

の
中
で
い
か
せ
て
い
け
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
飯
綱
町

　議
会

　「
議
会
力
を
向
上
さ
せ
町
長
と
切
磋
琢
磨

す
る
議
会
へ
」

　議
会
及
び
議
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、村
民
の
負
託
に

応
え
、村
行
政
の
一
方
の
担
い
手
と
し
て
の

活
動
の
あ
り
方
な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、こ
の
な
か
で
意
見
交
換
を
行
い
、

自
ら
の
意
識
改
革
、さ
ら
に
住
民
に
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
小
川
村

　小
川
の
庄

　住
民
が
生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
づ
く

り
を
行
い
、地
域
の
高
齢
者
の
雇
用
創
出
の

場
と
な
っ
て
い
る
。地
元
の
素
材
を
活
か
し

地
元
の
労
働
力
を
活
用
し
た
、雇
用
の
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、地
元
の
文
化
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
継
承
し
、発
展
さ
せ

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

９
月
２４
日（
火
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
高
知
お
お
と
よ
製
材
㈱

　会
社
の
概
要
等
説
明
受
け
、工
場
内
の
見

学
を
行
っ
た
。

　○
本
山
町
議
会

　議
会
活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、活
動
の
あ
り
方

な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　議
会
改
革
に
至
っ
た
要
因
、手
法
、内
容

な
ど
の
説
明
を
受
け
、い
か
に
議
会
が
機
能

を
果
せ
る
か
、住
民
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る

議
会
活
動
で
き
る
の
か
を
考
え
、議
員
資
質

向
上
、議
会
活
動
の
向
上
な
ど
め
ざ
し
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

■
研
修
ほ
か

７
月
１８
日（
木
）

　高
知
県
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　演
題「
公
共
施
設
、空
き
家
、コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」

７
月
２４
日（
水
）

　安
芸
郡
町
村
議
会
議
員
等
研
修
会

　議
題「
高
知
県
東
部
の
修
学
旅
行
受
入
に
つ
い

て
」

　
　
　「
田
舎
生
活
体
験
の
取
り
組
み
事
例
に
つ

い
て
」

７
月
２９
日（
月
）

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」開
所
式

令
和
元
年

第
２
回
臨
時
会

令
和
元
年

第
３
回
議
会
定
例
会

（
抜
粋
）

上村　　誠 村長

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　

 

議
長

　岩
垣

　實
男

員流交
国　際

手助導指
外  国  語
ノ ー ラ・ フ ァー リ ー &
デ ィ ビ ット・ ク ラ ッ テ ッ ン バ ー グ

クリスマスをやめましょう

　私は高校生の時にクリスマスをやめました。祖父はキリスト教の神父だったのに、うちの家族は四人も滅
多に教会に行かず、神様にもイエスキリストにも全く信仰がないです。それなのに、子供の時はクリスマス
が大好きでした。親と一緒にクッキーを作ったり、クリスマスツリーを飾ったり、待降節のロウソクを灯した

り、クリスマスの絵本を読んだり、祝いの準備まで楽しかったです。そして25日がやってきたら、待ちわびていた親戚や「サンタ・ク
ラウス」からのプレゼントを開け、一日中遊ぶのが何よりも素敵だと思っていました。無信仰なのにクリスマスを楽しむことは日本
人にとって不思議なことではないでしょう。米国人の中でもキリスト教を信じない人が近年増えているのに、クリスマスの普遍性が
中々絶えません。さて、この環境の中、私はどうしてクリスマスをやめることにしたのか、これから説明させていただきます。
　母国のアメリカでは、国民の多数はキリスト教ですが、ユダヤ教、イスラム教、ヒンドゥー教、仏教、バハイ教、シク教、その他な
ど、色々な宗教があります。現代はだいたい平等や理解を目指すようになっているが、不平等な歴史に伴う格差や偏見的な考え方
はすぐに消えないものです。11～13世紀の十字軍以来、キリスト教は、西洋で社会的な力を強めてきました。ローマ、スペイン、ポ
ルトガル、メキシコ、アメリカ植民地で行われた異端審問や魔女狩り、アフリカの植民地化や奴隷化、オーストラリア、北アメリカ
大陸の先住民、東北インド人の強制的回心、ホロコーストに至ったユダヤ教徒の迫害、現在米国で続発するイスラム教徒やLGBT
に対する憎悪犯罪など、キリスト教の名において行われる暴力は、数え切れません。もちろん、慈善施設、病院、災害救助など、キ
リスト教の教訓に基づき、良い効果のある運動も少なくありませんが、キリスト教を世界で最も力強い宗教にしたのはこの慈善運
動ではなく、千年以上に渡る暴力だと考えます。そのように強い力を持った宗教は、他からの支えが必要ありません。高校で世界
の歴史や社会的迫害制度を勉強し始めた私はこう考えるようになり、信仰がないのにキリスト教の祝日を祝うことに違和感が生
まれました。
　一方、多様性のある社会で自分と異なる人の考え方を理解し、受け入れることがとても大事です。無信仰の私の想像もつかない
「信仰心」というものを抱くのはどのような経験か知りたくなり、子供の時からカトリシズム（キリスト教の宗派の一つ）に信仰の
深い伯母に色々質問をしてみました。伯母は現代のキリスト教徒の多数と変わらず、キリスト教の歴史に暴力があることを認めな
がら、聖書の平和的な教訓を大事にしており、自分の信仰心を活かして身の回りの苦しみを癒そうとしています。職業でも趣味で
もある音楽を神様からの恵みだと信じています。これらのことを親切に説明してくれた伯母は、クリスマスについて興味深いこと
を言いました。彼女にとってクリスマスは、イエスの誕生を祝うとても聖なる祝日で、プレゼントやサンタ・クラウスを楽しみながら
も、それをクリスマスの本質から遠く離れたものだと思っているそうです。尚、近年のクリスマスの商業化を見て、自分の大切にす
る宗教が無信仰の人にとって、ただの物質主義中心の遊びに過ぎないことに大変残念な気持ちをしているそうです。
　キリスト教の暴力的な歴史による力と、キリスト教徒の素直な信仰心。対立しそうな概念だとはいえ、そうしたことから私はも
うクリスマスを楽しめなくなりました。それ以来、冬至を祝ったり新年を祝ったり、キリスト教徒の信仰心を尊敬しながら冬を楽し
く過ごしております。

七面鳥の御馳走

　カナダでは、12月は多くの家族にとって特別な時期です。たくさんのカナダ人が外国に引っ越したり、
世界の色々な場所に落ち着いたりするにもかかわらず、冬休みの間に家族に会うために帰国するのが普通
です。それで、この時期はどのように祝っているでしょう？もちろん、美味しい食事を食べているに違いあ

りません。
　出身地のノバスコーシャ州にいる僕の家族は、たくさんのを料理を作り、一緒に食べることで冬の祝日を祝っています。まずは
ジャガイモです。クリームとバターをたっぷり入れてマッシュします。この「マッシュ・ポテト」はとてもクリーミーで、野菜というよ
りまるでスープみたいです。次はパン粉、ソーセージ、刻んだ野菜とたくさんの調味料を混ぜて「スタッフィング」と呼ばれるものを
用意します。お肉の味が染みるように、スタッフィングは七面鳥の中に入れて焼いています。それを聞いて美味しいと思わないで
しょうが、とても美味しいです。
　スタッフィングが出来上がったら、七面鳥の準備をします。普段、９キロぐらいの鳥を使っています。「準備」といえば、単にスタッ
フィングを入れ、味付けをし、5時間くらいオーブンに置くだけのことです。オーブンから出す時、七面鳥はきつね色になっていま
す。七面鳥から出た油でジャガイモやお肉にかける美味しいグレイビーソースを作ります。そして、デザートはパンプキン・パイで
す！食事が終わったら皆が満腹で、数キロ太っているでしょう。



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

　令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会
は
、８
月
８
日
に
開

会
し
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
、一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

モ
ネ
の
庭（
光
の
庭
）改
良
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
１
，８
３
０
千
円
増
額
し
、予
算
総

額
２
，４
５
３
，４
３
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

　令
和
元
年
９
月
定
例
議
会
は
、９
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
２
件
、承
認
１
件
、副
村
長
の
選
任
、

教
育
委
員
の
任
命
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
及
び
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２０
日

に
は
、２
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　平
成
２７
年
に
策
定
し
ま
し
た「
北
川
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」は
、計
画
最
終
年

度
を
迎
え
て
お
り
、今
年
度
中
に
次
期
戦
略
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、現
戦
略
の
成
果
の
検
証
、盛
り
込
む
べ

き
内
容
等
に
つ
い
て
、各
地
区
で
説
明
、関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、次
期
戦
略
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　台
風
１０
号
に
よ
り
被
災
し
た
林
道
２
箇
所
は
、

１０
月
頃
の
災
害
査
定
に
向
け
復
旧
工
法
の
選
定

や
設
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、今
年

度
中
の
復
旧
を
目
指
し
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　９
月
１
日
の
村
内
一
斉
自
主
防
災
訓
練
で
は
、

「
超
大
型
台
風
が
高
知
県
に
接
近
し
、北
川
村
全

域
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
」と
い
う
想
定
で
、

避
難
行
動
・
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
、そ
の
後
は

各
自
主
防
災
組
織
毎
に
、応
急
手
当
や
放
水
訓
練
、

防
災
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
促
進
、健
診
結

果
説
明
会
、運
動
教
室
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　特
定
健
診
で
は
、平
成
３０
年
度
の
受
診
率
が
、

５０
・
０
％
で
昨
年
度
の
受
診
率
を
維
持
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
の
成
果
が
出
て
き

て
お
り
、今
後
も
、粘
り
強
く
勧
奨
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　今
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
実
績
は
、７
８
９

件
、７
，４
１
０
千
円
と
昨
年
度
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
寄
附
金
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、

今
年
度
の
目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
に
達
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
ゆ
ず
の
圃
場
整
備
に
つ

い
て
は
、宗
ノ
上
・
小
島
・
二
タ
又
地
区
が
、春
に
は

ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
見
通
し
、久
江
ノ
上
地
区
が
、

９
月
末
に
は
契
約
の
見
込
み
で
あ
り
、新
規
就
農
者

３
名
を
含
む
７
名
の
耕
作
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　ま
た
、和
田
日
曽
裏
地
区
に
つ
い
て
も
、１
名
の

新
規
就
農
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　８
月
１
日
に
は
、小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
・
運

営
及
び
、起
業
家
農
業
者
の
支
援
の
た
め
の
組
織
と

し
て
、「
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
」を
設
立

し
ま
し
た
。

　野
友
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
と
併
せ
て
行
う
奈

半
利
川
堤
防
整
備
は
、堤
防
の
無
い
区
間
の
堤
防
整

備
、堤
防
の
有
る
区
間
の
湧
水
箇
所
の
改
修
を
行
な

う
よ
う
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　納
涼
祭
は
、２４
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

と
合
同
で
開
催
し
、小
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、

盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　モ
ネ
の
庭
は
、８
月
末
ま
で
の
入
園
者
は
昨
年

同
期
を
上
回
る
実
績
で
推
移
し
て
お
り
、９
月
１４

日
に
は
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
開
催
、ま
た
、来

年
３
月
末
日
ま
で
を
工
期
に
光
の
庭
の
改
良
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
は
、４
月
か
ら
の
利
用
者
は
宿
泊

と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
８
，１
０
４
人
と

な
っ
て
お
り
、ほ
ぼ
計
画
目
標
通
り
の
実
績
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て
、整
備
済
み
の
６
軒

（
久
府
付
４
軒
、野
川
１
軒
、野
友
１
件
）は
、全
て

入
居
し
て
お
り
、今
後
は
、売
買
・
借
上
げ
な
ど
も

含
め
、活
用
可
能
な
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、

計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　移
住
者
を
対
象
と
し
た
起
業
家
農
業
者
が
、９

月
か
ら
１
名
就
任
し
、就
農
研
修
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
も
、就
農
相
談
会
な
ど
を
通
じ
新
規
就
農
者

の
確
保
、起
業
家
農
業
者
と
し
て
自
立
で
き
る
育

成
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
向
け
て
は
、地
域
住

民
の
皆
様
に
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
て
い
く
仕
組
み

と
し
て「
学
校
運
営
協
議
会
」の
設
置
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。７
月
に
は
、準
備
委
員
会
を
設
立
、

８
月
に
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、保
小
中
の
連
携

の
取
り
組
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、住
民
の
皆
様
と
共
に
北
川
村
の
教
育
環

境
に
つ
い
て
、検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、本
年
度
も「
高
知

大
学
出
前
公
開
講
座（
全
３
回
）」を
開
催
し
ま
す
。

　７
月
２２
日
か
ら
３１
日
ま
で
の
１０
日
間
、北
川
中

学
校
の
生
徒
７
名
が
、海
外
派
遣
事
業
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。海
外

派
遣
事
業
は
、生
の
英
語
に
ふ
れ
、異
文
化
や
習

慣
を
直
に
体
験
す
る
こ
と
で
、新
た
な
も
の
の

見
方
や
考
え
方
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

て
お
り
、多
く
の
子
ど
も
達
に
国
際
感
覚
を
養

う
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、２
学
期
か

ら
ジ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
招
致
職
員
を
１
名
体

制
か
ら
２
名
体
制
に
増
員
し
ま
し
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
）

　中
岡
慎
太
郎
館
で
は
、来
年
１
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
、「
北
川
村

　あ
の
日
あ
の
時
」の
第
２
弾

を
開
催
し
ま
す
。

　ま
た
、
１１
月
３０
日
か
ら
１２
月
８
日
ま
で「
第
３０

回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
に
続
き
、田
野
、安
田
の
書
画
展
と
合
同
開

催
し
、書
画
鑑
賞
を
通
じ
て
、３
町
村
の
交
流
人

口
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、９
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・
  

高
齢
者
の
車
の
運
転
に
関
し
て
の

  

支
援
策
に
つ
い
て

9

　運
転
免
許
自
主
返
納
者
の
支
援
策
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　福
祉
的
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
は
、運
転
免
許

証
自
主
返
納
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、そ
の
利
用
対

象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
の
利
用
促

進
、高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
取
組
む
こ
と
で
免
許
証
を
返
納
さ

れ
る
方
、あ
る
い
は
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
に

繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　現
在
乗
っ
て
い
る
車
に
取
り
付
け
可
能
な
安

全
装
置
購
入
へ
の
支
援
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　村
で
は
、運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
方
に
お
い

て
も
福
祉
的
バ
ス
の
利
用
の
対
応
に
配
慮
す
る

な
ど
、高
齢
者
の
足
の
確
保
に
重
点
を
お
い
た
施

策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、不
安
を
感
じ
た

方
に
は
、可
能
な
限
り
返
納
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。一
方
で
、ご
自
身
で

運
転
し
た
い
、運
転
で
き
る
と
い
う
方
も
お
ら
れ

ま
す
の
で
、補
助
装
置
を
着
け
た
車
の
試
運
転
が

で
き
る
機
会
の
創
出
な
ど
を
今
後
検
討
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

野
友
の
新
し
い
整
備
さ
れ
た
分
譲
地
に
つ
い
て

9

　分
譲
が
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、理
由

と
分
譲
開
始
時
期
な
ど
現
在
の
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　野
友
東
川
地
区
の
分
譲
地
に
つ
い
て
、販
売
時

期
が
ず
れ
込
ん
で
お
り
ま
す
事
は
大
変
申
し
訳

な
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　早
期
の
分
譲
開
始
を
目
指
し
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
が
、６
月
の
半
ば
の
豪
雨
の
際
、分

譲
予
定
地
の
東
西
の
水
路
か
ら
雨
水
が
溢
れ
、現

場
を
確
認
し
た
結
果
、現
状
の
ま
ま
で
は
分
譲
す

る
訳
に
は
い
か
な
い
と
い
う
判
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　そ
の
為
、豪
雨
時
の
排
水
状
況
を
見
な
が
ら
関

係
機
関
と
協
議
を
行
い
、対
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　問
題
の
解
消
が
見
込
め
る
段
階
で
速
や
か
に

分
譲
の
募
集
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

9

　す
で
に
分
譲
さ
れ
た
と
こ
ろ
や
村
営
住
宅

な
ど
子
育
て
世
代
の
家
族
が
増
え
て
い
る
が
、公

園
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　現
時
点
で
は
分
譲
地
内
に
公
園
を
整
備
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
園
を
整
備
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
公
園
が
必
要
な
の
か
、整
備
を
し
た

後
の
管
理
に
つ
い
て
も
事
前
の
検
討
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　以
前
、父
兄
か
ら
ご
意
見
が
あ
り
、ど
の
様
な

公
園
が
必
要
な
の
か
、管
理
は
父
兄
、あ
る
い
は

地
域
が
持
続
的
に
行
う
事
が
で
き
る
の
か
な
ど

い
く
つ
か
の
課
題
を
整
理
し
提
案
し
て
欲
し
い

と
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、残
念
な
が
ら

公
園
整
備
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　そ
う
し
た
背
景
を
考
え
ま
す
と
、ま
ず
は
モ
ネ

の
庭
の
遊
び
の
森
、小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
既

存
の
施
設
の
有
効
活
用
を
考
え
て
行
か
な
い
と

い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、７
月
に
開
所
し
ま
し
た
小
規
模
多
機
能

施
設「
ゆ
ず
の
花
」も
活
用
し
な
が
ら
、今
年
度
策

定
の
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
も
、校
舎
・

校
庭
を
考
え
る
際
は
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

役
場
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

9

　総
合
的
に
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
、進
み
具
合
、完
成
時
期
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　道
路
整
備
や
小
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
工
事
な
ど

が
現
在
進
ん
で
お
り
、残
地
、対
面
の
村
購
入
地

の
活
用
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、役
場
庁
舎
に
つ
い
て
も
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
等
の
関
係
か
ら
部
分
改
修
を
含
め
た
増

築
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、役
場
周
辺
一
帯
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
、素
案
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。年
度
内
に
は
、一
定
の
方
向

性
や
具
体
的
な
活
用
方
法
を
提
示
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

  

鳥
獣
対
策（
サ
ル
）に
つ
い
て

9

　村
内
で
ゆ
ず
を
折
ら
れ
た
り
、裂
か
れ
る
等

の
被
害
が
出
て
い
る
。北
川
モ
デ
ル
の
園
地
整
備

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、そ
の
対
応
・
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　サ
ル
を
始
め
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
、有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
か
な
り
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
し
て
、被
害
金
額
に
つ
い
て
も
平
成
２６

年
度
か
ら
約
１
・
３
倍
く
ら
い
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。　北

川
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
、事
業
の
成
功
に
向

け
て
で
き
る
限
り
の
対
策
は
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、鳥
獣
対
策
に
つ
い

て
は
、一
方
的
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、農
業
者
に

と
っ
て
自
分
の
園
地
は
自
分
で
守
る
と
い
う
の

は
基
本
的
な
こ
と
で
あ
り
、侵
入
防
止
柵
の
設
置
、

緩
衝
帯
の
整
備
な
ど
、個
々
の
農
業
者
が
お
互
い

に
協
力
し
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　鳥
獣
別
の
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
、サ
ル
に
よ

る
平
成
３０
年
度
の
被
害
金
額
は
平
成
２６
年
度
の

約
１
・
７
倍
で
、農
業
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
す
。特
に
ユ
ズ
に
対
す
る
サ
ル
の
被
害
は

被
害
金
額
全
体
の
約
２８
％
と
な
っ
て
お
り
、近
年

増
加
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
態
で
す
が
、被
害
金
額
は
も
っ
と
も
多
く
農

業
被
害
全
体
の
約
５８
％
、ユ
ズ
に
対
し
て
は
、約

７２
％
を
超
え
る
状
況
で
す
。

　イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
減
少
傾

向
で
、被
害
は
ほ
と
ん
ど
が
野
菜
や
水
稲
で
被
害

金
額
は
１０
％
で
あ
り
ま
す
が
、近
年
、収
穫
前
の

水
稲
へ
の
被
害
が
み
ら
れ
る
な
ど
農
家
に
と
っ

て
は
大
変
深
刻
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま

す
。　サ

ル
の
被
害
対
策
と
し
て
、狩
猟
者
に
よ
る
捕

獲
の
推
進
・
個
体
数
の
調
整
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、捕
獲
奨
励
制
度
の
創
設
な
ど
、現
在
狩
猟
者

と
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、大
型
捕
獲

檻
２
基
に
つ
い
て
餌
付
け
の
仕
方
な
ど
を
改
良

し
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、県
内
で
捕
獲
実
績

が
上
が
っ
て
い
る
新
た
な
捕
獲
檻
の
導
入
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　捕
獲
だ
け
で
な
く
侵
入
防
止
策
の
設
置
や
、農

地
に
近
づ
け
な
い
よ
う
な
環
境
の
整
備
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策
に
つ
い

て
は
、侵
入
防
止
策
の
設
置
が
有
効
で
す
の
で
、

今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。捕
獲
の
推
進
に
よ
る
個
体
数
調
整
も
重
要
で

す
の
で
、括
り
わ
な
の
積
極
的
な
活
用
と
、シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
用
に
新
た
な
箱
わ
な
の
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ

い
て（
報
告
第
２
号
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承

認
第
１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，８
０
６
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
６
，２
３
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

村
有
地
の
原
状
回
復
不
履
行
に
係
る
和
解
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
議
案
第
４
号
）

　教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て（
議
案
第
５
号
）

　固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て（
議
案
第
６
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て（
議
案
第
７
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

５
号)

に
つ
い
て（
議
案
第
１０
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
６
，１
９
８
千
円
増

額
し
、予
算
総
額
を
２
，５
２
２
，４
３
５
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て（
議
案
１１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
３
９
，１
２
９
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１２
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１３
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１４

号
）　全

員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１５
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第

１６
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
２
日（
火
）

◇
議
題

　①
北
川
村
財
政
に
つ
い
て

　②
常
任
委
員
会
視
察
研
修
に
つ
い
て

７
月
９
日（
火
）〜
11
日（
木
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
長
野
県
高
森
町

　ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
地
蔵

　先
進
事
例
と
し
て
地
域
の
体
力
、健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み「
P
P
K
運
動
」を
考
案

し
普
及
指
導
を
し
た
取
り
組
み
を
社
会
福

祉
協
議
会
の
皆
様
と
と
も
に
視
察
し
ま
し

た
。地
元
住
民
と
の
会
話
の
中
か
ら
、東
洋

医
学
を
取
り
入
れ
、考
案
し
現
在
に
至
っ
て

お
り
、北
川
村
の
、福
祉
施
策
の
取
り
組
み

の
中
で
い
か
せ
て
い
け
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
飯
綱
町

　議
会

　「
議
会
力
を
向
上
さ
せ
町
長
と
切
磋
琢
磨

す
る
議
会
へ
」

　議
会
及
び
議
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、村
民
の
負
託
に

応
え
、村
行
政
の
一
方
の
担
い
手
と
し
て
の

活
動
の
あ
り
方
な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、こ
の
な
か
で
意
見
交
換
を
行
い
、

自
ら
の
意
識
改
革
、さ
ら
に
住
民
に
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
小
川
村

　小
川
の
庄

　住
民
が
生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
づ
く

り
を
行
い
、地
域
の
高
齢
者
の
雇
用
創
出
の

場
と
な
っ
て
い
る
。地
元
の
素
材
を
活
か
し

地
元
の
労
働
力
を
活
用
し
た
、雇
用
の
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、地
元
の
文
化
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
継
承
し
、発
展
さ
せ

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

９
月
２４
日（
火
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
高
知
お
お
と
よ
製
材
㈱

　会
社
の
概
要
等
説
明
受
け
、工
場
内
の
見

学
を
行
っ
た
。

　○
本
山
町
議
会

　議
会
活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、活
動
の
あ
り
方

な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　議
会
改
革
に
至
っ
た
要
因
、手
法
、内
容

な
ど
の
説
明
を
受
け
、い
か
に
議
会
が
機
能

を
果
せ
る
か
、住
民
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る

議
会
活
動
で
き
る
の
か
を
考
え
、議
員
資
質

向
上
、議
会
活
動
の
向
上
な
ど
め
ざ
し
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

■
研
修
ほ
か

７
月
１８
日（
木
）

　高
知
県
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　演
題「
公
共
施
設
、空
き
家
、コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」

７
月
２４
日（
水
）

　安
芸
郡
町
村
議
会
議
員
等
研
修
会

　議
題「
高
知
県
東
部
の
修
学
旅
行
受
入
に
つ
い

て
」

　
　
　「
田
舎
生
活
体
験
の
取
り
組
み
事
例
に
つ

い
て
」

７
月
２９
日（
月
）

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」開
所
式

和田　和恵 議員

鈴木　康正 氏

野見山　誉 氏宮内　保人 氏

 

区

　分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

１１２３

発
注
件
数

１０７

完
了
件
数

４０

発
注
率

９０
・
９
％

３０
・
４
％

完
了
率

３６
・
４
％

０
・
０
％

濵渦　章 議員

上村　尚幸 氏



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

　令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会
は
、８
月
８
日
に
開

会
し
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
、一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

モ
ネ
の
庭（
光
の
庭
）改
良
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
１
，８
３
０
千
円
増
額
し
、予
算
総

額
２
，４
５
３
，４
３
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

　令
和
元
年
９
月
定
例
議
会
は
、９
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
２
件
、承
認
１
件
、副
村
長
の
選
任
、

教
育
委
員
の
任
命
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
及
び
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２０
日

に
は
、２
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　平
成
２７
年
に
策
定
し
ま
し
た「
北
川
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」は
、計
画
最
終
年

度
を
迎
え
て
お
り
、今
年
度
中
に
次
期
戦
略
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、現
戦
略
の
成
果
の
検
証
、盛
り
込
む
べ

き
内
容
等
に
つ
い
て
、各
地
区
で
説
明
、関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、次
期
戦
略
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　台
風
１０
号
に
よ
り
被
災
し
た
林
道
２
箇
所
は
、

１０
月
頃
の
災
害
査
定
に
向
け
復
旧
工
法
の
選
定

や
設
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、今
年

度
中
の
復
旧
を
目
指
し
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　９
月
１
日
の
村
内
一
斉
自
主
防
災
訓
練
で
は
、

「
超
大
型
台
風
が
高
知
県
に
接
近
し
、北
川
村
全

域
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
」と
い
う
想
定
で
、

避
難
行
動
・
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
、そ
の
後
は

各
自
主
防
災
組
織
毎
に
、応
急
手
当
や
放
水
訓
練
、

防
災
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
促
進
、健
診
結

果
説
明
会
、運
動
教
室
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　特
定
健
診
で
は
、平
成
３０
年
度
の
受
診
率
が
、

５０
・
０
％
で
昨
年
度
の
受
診
率
を
維
持
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
の
成
果
が
出
て
き

て
お
り
、今
後
も
、粘
り
強
く
勧
奨
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　今
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
実
績
は
、７
８
９

件
、７
，４
１
０
千
円
と
昨
年
度
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
寄
附
金
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、

今
年
度
の
目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
に
達
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
ゆ
ず
の
圃
場
整
備
に
つ

い
て
は
、宗
ノ
上
・
小
島
・
二
タ
又
地
区
が
、春
に
は

ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
見
通
し
、久
江
ノ
上
地
区
が
、

９
月
末
に
は
契
約
の
見
込
み
で
あ
り
、新
規
就
農
者

３
名
を
含
む
７
名
の
耕
作
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　ま
た
、和
田
日
曽
裏
地
区
に
つ
い
て
も
、１
名
の

新
規
就
農
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　８
月
１
日
に
は
、小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
・
運

営
及
び
、起
業
家
農
業
者
の
支
援
の
た
め
の
組
織
と

し
て
、「
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
」を
設
立

し
ま
し
た
。

　野
友
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
と
併
せ
て
行
う
奈

半
利
川
堤
防
整
備
は
、堤
防
の
無
い
区
間
の
堤
防
整

備
、堤
防
の
有
る
区
間
の
湧
水
箇
所
の
改
修
を
行
な

う
よ
う
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　納
涼
祭
は
、２４
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

と
合
同
で
開
催
し
、小
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、

盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　モ
ネ
の
庭
は
、８
月
末
ま
で
の
入
園
者
は
昨
年

同
期
を
上
回
る
実
績
で
推
移
し
て
お
り
、９
月
１４

日
に
は
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
開
催
、ま
た
、来

年
３
月
末
日
ま
で
を
工
期
に
光
の
庭
の
改
良
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
は
、４
月
か
ら
の
利
用
者
は
宿
泊

と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
８
，１
０
４
人
と

な
っ
て
お
り
、ほ
ぼ
計
画
目
標
通
り
の
実
績
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て
、整
備
済
み
の
６
軒

（
久
府
付
４
軒
、野
川
１
軒
、野
友
１
件
）は
、全
て

入
居
し
て
お
り
、今
後
は
、売
買
・
借
上
げ
な
ど
も

含
め
、活
用
可
能
な
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、

計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　移
住
者
を
対
象
と
し
た
起
業
家
農
業
者
が
、９

月
か
ら
１
名
就
任
し
、就
農
研
修
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
も
、就
農
相
談
会
な
ど
を
通
じ
新
規
就
農
者

の
確
保
、起
業
家
農
業
者
と
し
て
自
立
で
き
る
育

成
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
向
け
て
は
、地
域
住

民
の
皆
様
に
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
て
い
く
仕
組
み

と
し
て「
学
校
運
営
協
議
会
」の
設
置
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。７
月
に
は
、準
備
委
員
会
を
設
立
、

８
月
に
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、保
小
中
の
連
携

の
取
り
組
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、住
民
の
皆
様
と
共
に
北
川
村
の
教
育
環

境
に
つ
い
て
、検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、本
年
度
も「
高
知

大
学
出
前
公
開
講
座（
全
３
回
）」を
開
催
し
ま
す
。

　７
月
２２
日
か
ら
３１
日
ま
で
の
１０
日
間
、北
川
中

学
校
の
生
徒
７
名
が
、海
外
派
遣
事
業
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。海
外

派
遣
事
業
は
、生
の
英
語
に
ふ
れ
、異
文
化
や
習

慣
を
直
に
体
験
す
る
こ
と
で
、新
た
な
も
の
の

見
方
や
考
え
方
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

て
お
り
、多
く
の
子
ど
も
達
に
国
際
感
覚
を
養

う
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、２
学
期
か

ら
ジ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
招
致
職
員
を
１
名
体

制
か
ら
２
名
体
制
に
増
員
し
ま
し
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
）

　中
岡
慎
太
郎
館
で
は
、来
年
１
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
、「
北
川
村

　あ
の
日
あ
の
時
」の
第
２
弾

を
開
催
し
ま
す
。

　ま
た
、
１１
月
３０
日
か
ら
１２
月
８
日
ま
で「
第
３０

回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
に
続
き
、田
野
、安
田
の
書
画
展
と
合
同
開

催
し
、書
画
鑑
賞
を
通
じ
て
、３
町
村
の
交
流
人

口
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、９
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

高
齢
者
の
車
の
運
転
に
関
し
て
の

  

支
援
策
に
つ
い
て

9

　運
転
免
許
自
主
返
納
者
の
支
援
策
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　福
祉
的
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
は
、運
転
免
許

証
自
主
返
納
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、そ
の
利
用
対

象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
の
利
用
促

進
、高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
取
組
む
こ
と
で
免
許
証
を
返
納
さ

れ
る
方
、あ
る
い
は
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
に

繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　現
在
乗
っ
て
い
る
車
に
取
り
付
け
可
能
な
安

全
装
置
購
入
へ
の
支
援
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　村
で
は
、運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
方
に
お
い

て
も
福
祉
的
バ
ス
の
利
用
の
対
応
に
配
慮
す
る

な
ど
、高
齢
者
の
足
の
確
保
に
重
点
を
お
い
た
施

策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、不
安
を
感
じ
た

方
に
は
、可
能
な
限
り
返
納
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。一
方
で
、ご
自
身
で

運
転
し
た
い
、運
転
で
き
る
と
い
う
方
も
お
ら
れ

ま
す
の
で
、補
助
装
置
を
着
け
た
車
の
試
運
転
が

で
き
る
機
会
の
創
出
な
ど
を
今
後
検
討
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

野
友
の
新
し
い
整
備
さ
れ
た
分
譲
地
に
つ
い
て

9

　分
譲
が
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、理
由

と
分
譲
開
始
時
期
な
ど
現
在
の
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　野
友
東
川
地
区
の
分
譲
地
に
つ
い
て
、販
売
時

期
が
ず
れ
込
ん
で
お
り
ま
す
事
は
大
変
申
し
訳

な
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　早
期
の
分
譲
開
始
を
目
指
し
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
が
、６
月
の
半
ば
の
豪
雨
の
際
、分

譲
予
定
地
の
東
西
の
水
路
か
ら
雨
水
が
溢
れ
、現

場
を
確
認
し
た
結
果
、現
状
の
ま
ま
で
は
分
譲
す

る
訳
に
は
い
か
な
い
と
い
う
判
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　そ
の
為
、豪
雨
時
の
排
水
状
況
を
見
な
が
ら
関

係
機
関
と
協
議
を
行
い
、対
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　問
題
の
解
消
が
見
込
め
る
段
階
で
速
や
か
に

分
譲
の
募
集
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

9

　す
で
に
分
譲
さ
れ
た
と
こ
ろ
や
村
営
住
宅

な
ど
子
育
て
世
代
の
家
族
が
増
え
て
い
る
が
、公

園
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　現
時
点
で
は
分
譲
地
内
に
公
園
を
整
備
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
園
を
整
備
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
公
園
が
必
要
な
の
か
、整
備
を
し
た

後
の
管
理
に
つ
い
て
も
事
前
の
検
討
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　以
前
、父
兄
か
ら
ご
意
見
が
あ
り
、ど
の
様
な

公
園
が
必
要
な
の
か
、管
理
は
父
兄
、あ
る
い
は

地
域
が
持
続
的
に
行
う
事
が
で
き
る
の
か
な
ど

い
く
つ
か
の
課
題
を
整
理
し
提
案
し
て
欲
し
い

と
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、残
念
な
が
ら

公
園
整
備
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　そ
う
し
た
背
景
を
考
え
ま
す
と
、ま
ず
は
モ
ネ

の
庭
の
遊
び
の
森
、小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
既

存
の
施
設
の
有
効
活
用
を
考
え
て
行
か
な
い
と

い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、７
月
に
開
所
し
ま
し
た
小
規
模
多
機
能

施
設「
ゆ
ず
の
花
」も
活
用
し
な
が
ら
、今
年
度
策

定
の
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
も
、校
舎
・

校
庭
を
考
え
る
際
は
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

役
場
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

9

　総
合
的
に
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
、進
み
具
合
、完
成
時
期
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　道
路
整
備
や
小
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
工
事
な
ど

が
現
在
進
ん
で
お
り
、残
地
、対
面
の
村
購
入
地

の
活
用
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、役
場
庁
舎
に
つ
い
て
も
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
等
の
関
係
か
ら
部
分
改
修
を
含
め
た
増

築
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、役
場
周
辺
一
帯
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
、素
案
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。年
度
内
に
は
、一
定
の
方
向

性
や
具
体
的
な
活
用
方
法
を
提
示
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

  

鳥
獣
対
策（
サ
ル
）に
つ
い
て

9

　村
内
で
ゆ
ず
を
折
ら
れ
た
り
、裂
か
れ
る
等

の
被
害
が
出
て
い
る
。北
川
モ
デ
ル
の
園
地
整
備

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、そ
の
対
応
・
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　サ
ル
を
始
め
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
、有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
か
な
り
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
し
て
、被
害
金
額
に
つ
い
て
も
平
成
２６

年
度
か
ら
約
１
・
３
倍
く
ら
い
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。　北

川
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
、事
業
の
成
功
に
向

け
て
で
き
る
限
り
の
対
策
は
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、鳥
獣
対
策
に
つ
い

て
は
、一
方
的
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、農
業
者
に

と
っ
て
自
分
の
園
地
は
自
分
で
守
る
と
い
う
の

は
基
本
的
な
こ
と
で
あ
り
、侵
入
防
止
柵
の
設
置
、

緩
衝
帯
の
整
備
な
ど
、個
々
の
農
業
者
が
お
互
い

に
協
力
し
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　鳥
獣
別
の
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
、サ
ル
に
よ

る
平
成
３０
年
度
の
被
害
金
額
は
平
成
２６
年
度
の

約
１
・
７
倍
で
、農
業
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
す
。特
に
ユ
ズ
に
対
す
る
サ
ル
の
被
害
は

被
害
金
額
全
体
の
約
２８
％
と
な
っ
て
お
り
、近
年

増
加
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
態
で
す
が
、被
害
金
額
は
も
っ
と
も
多
く
農

業
被
害
全
体
の
約
５８
％
、ユ
ズ
に
対
し
て
は
、約

７２
％
を
超
え
る
状
況
で
す
。

　イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
減
少
傾

向
で
、被
害
は
ほ
と
ん
ど
が
野
菜
や
水
稲
で
被
害

金
額
は
１０
％
で
あ
り
ま
す
が
、近
年
、収
穫
前
の

水
稲
へ
の
被
害
が
み
ら
れ
る
な
ど
農
家
に
と
っ

て
は
大
変
深
刻
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま

す
。　サ

ル
の
被
害
対
策
と
し
て
、狩
猟
者
に
よ
る
捕

獲
の
推
進
・
個
体
数
の
調
整
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、捕
獲
奨
励
制
度
の
創
設
な
ど
、現
在
狩
猟
者

と
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、大
型
捕
獲

檻
２
基
に
つ
い
て
餌
付
け
の
仕
方
な
ど
を
改
良

し
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、県
内
で
捕
獲
実
績

が
上
が
っ
て
い
る
新
た
な
捕
獲
檻
の
導
入
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　捕
獲
だ
け
で
な
く
侵
入
防
止
策
の
設
置
や
、農

地
に
近
づ
け
な
い
よ
う
な
環
境
の
整
備
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策
に
つ
い

て
は
、侵
入
防
止
策
の
設
置
が
有
効
で
す
の
で
、

今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。捕
獲
の
推
進
に
よ
る
個
体
数
調
整
も
重
要
で

す
の
で
、括
り
わ
な
の
積
極
的
な
活
用
と
、シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
用
に
新
た
な
箱
わ
な
の
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ

い
て（
報
告
第
２
号
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承

認
第
１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，８
０
６
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
６
，２
３
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

村
有
地
の
原
状
回
復
不
履
行
に
係
る
和
解
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
議
案
第
４
号
）

　教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て（
議
案
第
５
号
）

　固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て（
議
案
第
６
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て（
議
案
第
７
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

５
号)

に
つ
い
て（
議
案
第
１０
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
６
，１
９
８
千
円
増

額
し
、予
算
総
額
を
２
，５
２
２
，４
３
５
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て（
議
案
１１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
３
９
，１
２
９
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１２
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１３
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１４

号
）　全

員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１５
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第

１６
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
２
日（
火
）

◇
議
題

　①
北
川
村
財
政
に
つ
い
て

　②
常
任
委
員
会
視
察
研
修
に
つ
い
て

７
月
９
日（
火
）〜
11
日（
木
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
長
野
県
高
森
町

　ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
地
蔵

　先
進
事
例
と
し
て
地
域
の
体
力
、健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み「
P
P
K
運
動
」を
考
案

し
普
及
指
導
を
し
た
取
り
組
み
を
社
会
福

祉
協
議
会
の
皆
様
と
と
も
に
視
察
し
ま
し

た
。地
元
住
民
と
の
会
話
の
中
か
ら
、東
洋

医
学
を
取
り
入
れ
、考
案
し
現
在
に
至
っ
て

お
り
、北
川
村
の
、福
祉
施
策
の
取
り
組
み

の
中
で
い
か
せ
て
い
け
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
飯
綱
町

　議
会

　「
議
会
力
を
向
上
さ
せ
町
長
と
切
磋
琢
磨

す
る
議
会
へ
」

　議
会
及
び
議
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、村
民
の
負
託
に

応
え
、村
行
政
の
一
方
の
担
い
手
と
し
て
の

活
動
の
あ
り
方
な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、こ
の
な
か
で
意
見
交
換
を
行
い
、

自
ら
の
意
識
改
革
、さ
ら
に
住
民
に
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
小
川
村

　小
川
の
庄

　住
民
が
生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
づ
く

り
を
行
い
、地
域
の
高
齢
者
の
雇
用
創
出
の

場
と
な
っ
て
い
る
。地
元
の
素
材
を
活
か
し

地
元
の
労
働
力
を
活
用
し
た
、雇
用
の
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、地
元
の
文
化
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
継
承
し
、発
展
さ
せ

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

９
月
２４
日（
火
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
高
知
お
お
と
よ
製
材
㈱

　会
社
の
概
要
等
説
明
受
け
、工
場
内
の
見

学
を
行
っ
た
。

　○
本
山
町
議
会

　議
会
活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、活
動
の
あ
り
方

な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　議
会
改
革
に
至
っ
た
要
因
、手
法
、内
容

な
ど
の
説
明
を
受
け
、い
か
に
議
会
が
機
能

を
果
せ
る
か
、住
民
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る

議
会
活
動
で
き
る
の
か
を
考
え
、議
員
資
質

向
上
、議
会
活
動
の
向
上
な
ど
め
ざ
し
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

■
研
修
ほ
か

７
月
１８
日（
木
）

　高
知
県
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　演
題「
公
共
施
設
、空
き
家
、コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」

７
月
２４
日（
水
）

　安
芸
郡
町
村
議
会
議
員
等
研
修
会

　議
題「
高
知
県
東
部
の
修
学
旅
行
受
入
に
つ
い

て
」

　
　
　「
田
舎
生
活
体
験
の
取
り
組
み
事
例
に
つ

い
て
」

７
月
２９
日（
月
）

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」開
所
式

和田　和恵 議員

鈴木　康正 氏

野見山　誉 氏宮内　保人 氏

 

区

　分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

１１２３

発
注
件
数

１０７

完
了
件
数

４０

発
注
率

９０
・
９
％

３０
・
４
％

完
了
率

３６
・
４
％

０
・
０
％

濵渦　章 議員

上村　尚幸 氏



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ

　令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会
は
、８
月
８
日
に
開

会
し
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
、一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

モ
ネ
の
庭（
光
の
庭
）改
良
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
１
，８
３
０
千
円
増
額
し
、予
算
総

額
２
，４
５
３
，４
３
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

　令
和
元
年
９
月
定
例
議
会
は
、９
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
２
件
、承
認
１
件
、副
村
長
の
選
任
、

教
育
委
員
の
任
命
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
及
び
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２０
日

に
は
、２
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　平
成
２７
年
に
策
定
し
ま
し
た「
北
川
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」は
、計
画
最
終
年

度
を
迎
え
て
お
り
、今
年
度
中
に
次
期
戦
略
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、現
戦
略
の
成
果
の
検
証
、盛
り
込
む
べ

き
内
容
等
に
つ
い
て
、各
地
区
で
説
明
、関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、次
期
戦
略
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　台
風
１０
号
に
よ
り
被
災
し
た
林
道
２
箇
所
は
、

１０
月
頃
の
災
害
査
定
に
向
け
復
旧
工
法
の
選
定

や
設
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、今
年

度
中
の
復
旧
を
目
指
し
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　９
月
１
日
の
村
内
一
斉
自
主
防
災
訓
練
で
は
、

「
超
大
型
台
風
が
高
知
県
に
接
近
し
、北
川
村
全

域
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
」と
い
う
想
定
で
、

避
難
行
動
・
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
、そ
の
後
は

各
自
主
防
災
組
織
毎
に
、応
急
手
当
や
放
水
訓
練
、

防
災
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
促
進
、健
診
結

果
説
明
会
、運
動
教
室
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　特
定
健
診
で
は
、平
成
３０
年
度
の
受
診
率
が
、

５０
・
０
％
で
昨
年
度
の
受
診
率
を
維
持
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
の
成
果
が
出
て
き

て
お
り
、今
後
も
、粘
り
強
く
勧
奨
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　今
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
実
績
は
、７
８
９

件
、７
，４
１
０
千
円
と
昨
年
度
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
寄
附
金
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、

今
年
度
の
目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
に
達
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
ゆ
ず
の
圃
場
整
備
に
つ

い
て
は
、宗
ノ
上
・
小
島
・
二
タ
又
地
区
が
、春
に
は

ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
見
通
し
、久
江
ノ
上
地
区
が
、

９
月
末
に
は
契
約
の
見
込
み
で
あ
り
、新
規
就
農
者

３
名
を
含
む
７
名
の
耕
作
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　ま
た
、和
田
日
曽
裏
地
区
に
つ
い
て
も
、１
名
の

新
規
就
農
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　８
月
１
日
に
は
、小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
・
運

営
及
び
、起
業
家
農
業
者
の
支
援
の
た
め
の
組
織
と

し
て
、「
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
」を
設
立

し
ま
し
た
。

　野
友
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
と
併
せ
て
行
う
奈

半
利
川
堤
防
整
備
は
、堤
防
の
無
い
区
間
の
堤
防
整

備
、堤
防
の
有
る
区
間
の
湧
水
箇
所
の
改
修
を
行
な

う
よ
う
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　納
涼
祭
は
、２４
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

と
合
同
で
開
催
し
、小
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、

盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　モ
ネ
の
庭
は
、８
月
末
ま
で
の
入
園
者
は
昨
年

同
期
を
上
回
る
実
績
で
推
移
し
て
お
り
、９
月
１４

日
に
は
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
開
催
、ま
た
、来

年
３
月
末
日
ま
で
を
工
期
に
光
の
庭
の
改
良
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
は
、４
月
か
ら
の
利
用
者
は
宿
泊

と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
８
，１
０
４
人
と

な
っ
て
お
り
、ほ
ぼ
計
画
目
標
通
り
の
実
績
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て
、整
備
済
み
の
６
軒

（
久
府
付
４
軒
、野
川
１
軒
、野
友
１
件
）は
、全
て

入
居
し
て
お
り
、今
後
は
、売
買
・
借
上
げ
な
ど
も

含
め
、活
用
可
能
な
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、

計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　移
住
者
を
対
象
と
し
た
起
業
家
農
業
者
が
、９

月
か
ら
１
名
就
任
し
、就
農
研
修
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
も
、就
農
相
談
会
な
ど
を
通
じ
新
規
就
農
者

の
確
保
、起
業
家
農
業
者
と
し
て
自
立
で
き
る
育

成
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
向
け
て
は
、地
域
住

民
の
皆
様
に
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
て
い
く
仕
組
み

と
し
て「
学
校
運
営
協
議
会
」の
設
置
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。７
月
に
は
、準
備
委
員
会
を
設
立
、

８
月
に
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、保
小
中
の
連
携

の
取
り
組
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、住
民
の
皆
様
と
共
に
北
川
村
の
教
育
環

境
に
つ
い
て
、検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、本
年
度
も「
高
知

大
学
出
前
公
開
講
座（
全
３
回
）」を
開
催
し
ま
す
。

　７
月
２２
日
か
ら
３１
日
ま
で
の
１０
日
間
、北
川
中

学
校
の
生
徒
７
名
が
、海
外
派
遣
事
業
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。海
外

派
遣
事
業
は
、生
の
英
語
に
ふ
れ
、異
文
化
や
習

慣
を
直
に
体
験
す
る
こ
と
で
、新
た
な
も
の
の

見
方
や
考
え
方
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

て
お
り
、多
く
の
子
ど
も
達
に
国
際
感
覚
を
養

う
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、２
学
期
か

ら
ジ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
招
致
職
員
を
１
名
体

制
か
ら
２
名
体
制
に
増
員
し
ま
し
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
）

　中
岡
慎
太
郎
館
で
は
、来
年
１
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
、「
北
川
村

　あ
の
日
あ
の
時
」の
第
２
弾

を
開
催
し
ま
す
。

　ま
た
、
１１
月
３０
日
か
ら
１２
月
８
日
ま
で「
第
３０

回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
に
続
き
、田
野
、安
田
の
書
画
展
と
合
同
開

催
し
、書
画
鑑
賞
を
通
じ
て
、３
町
村
の
交
流
人

口
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、９
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

高
齢
者
の
車
の
運
転
に
関
し
て
の

  

支
援
策
に
つ
い
て

9

　運
転
免
許
自
主
返
納
者
の
支
援
策
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　福
祉
的
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
は
、運
転
免
許

証
自
主
返
納
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、そ
の
利
用
対

象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
の
利
用
促

進
、高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
取
組
む
こ
と
で
免
許
証
を
返
納
さ

れ
る
方
、あ
る
い
は
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
に

繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　現
在
乗
っ
て
い
る
車
に
取
り
付
け
可
能
な
安

全
装
置
購
入
へ
の
支
援
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　村
で
は
、運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
方
に
お
い

て
も
福
祉
的
バ
ス
の
利
用
の
対
応
に
配
慮
す
る

な
ど
、高
齢
者
の
足
の
確
保
に
重
点
を
お
い
た
施

策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、不
安
を
感
じ
た

方
に
は
、可
能
な
限
り
返
納
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。一
方
で
、ご
自
身
で

運
転
し
た
い
、運
転
で
き
る
と
い
う
方
も
お
ら
れ

ま
す
の
で
、補
助
装
置
を
着
け
た
車
の
試
運
転
が

で
き
る
機
会
の
創
出
な
ど
を
今
後
検
討
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

野
友
の
新
し
い
整
備
さ
れ
た
分
譲
地
に
つ
い
て

9

　分
譲
が
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、理
由

と
分
譲
開
始
時
期
な
ど
現
在
の
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　野
友
東
川
地
区
の
分
譲
地
に
つ
い
て
、販
売
時

期
が
ず
れ
込
ん
で
お
り
ま
す
事
は
大
変
申
し
訳

な
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　早
期
の
分
譲
開
始
を
目
指
し
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
が
、６
月
の
半
ば
の
豪
雨
の
際
、分

譲
予
定
地
の
東
西
の
水
路
か
ら
雨
水
が
溢
れ
、現

場
を
確
認
し
た
結
果
、現
状
の
ま
ま
で
は
分
譲
す

る
訳
に
は
い
か
な
い
と
い
う
判
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　そ
の
為
、豪
雨
時
の
排
水
状
況
を
見
な
が
ら
関

係
機
関
と
協
議
を
行
い
、対
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　問
題
の
解
消
が
見
込
め
る
段
階
で
速
や
か
に

分
譲
の
募
集
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

9

　す
で
に
分
譲
さ
れ
た
と
こ
ろ
や
村
営
住
宅

な
ど
子
育
て
世
代
の
家
族
が
増
え
て
い
る
が
、公

園
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　現
時
点
で
は
分
譲
地
内
に
公
園
を
整
備
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
園
を
整
備
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
公
園
が
必
要
な
の
か
、整
備
を
し
た

後
の
管
理
に
つ
い
て
も
事
前
の
検
討
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　以
前
、父
兄
か
ら
ご
意
見
が
あ
り
、ど
の
様
な

公
園
が
必
要
な
の
か
、管
理
は
父
兄
、あ
る
い
は

地
域
が
持
続
的
に
行
う
事
が
で
き
る
の
か
な
ど

い
く
つ
か
の
課
題
を
整
理
し
提
案
し
て
欲
し
い

と
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、残
念
な
が
ら

公
園
整
備
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　そ
う
し
た
背
景
を
考
え
ま
す
と
、ま
ず
は
モ
ネ

の
庭
の
遊
び
の
森
、小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
既

存
の
施
設
の
有
効
活
用
を
考
え
て
行
か
な
い
と

い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、７
月
に
開
所
し
ま
し
た
小
規
模
多
機
能

施
設「
ゆ
ず
の
花
」も
活
用
し
な
が
ら
、今
年
度
策

定
の
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
も
、校
舎
・

校
庭
を
考
え
る
際
は
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

役
場
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

9

　総
合
的
に
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
、進
み
具
合
、完
成
時
期
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　道
路
整
備
や
小
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
工
事
な
ど

が
現
在
進
ん
で
お
り
、残
地
、対
面
の
村
購
入
地

の
活
用
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、役
場
庁
舎
に
つ
い
て
も
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
等
の
関
係
か
ら
部
分
改
修
を
含
め
た
増

築
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、役
場
周
辺
一
帯
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
、素
案
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。年
度
内
に
は
、一
定
の
方
向

性
や
具
体
的
な
活
用
方
法
を
提
示
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

  

鳥
獣
対
策（
サ
ル
）に
つ
い
て

9

　村
内
で
ゆ
ず
を
折
ら
れ
た
り
、裂
か
れ
る
等

の
被
害
が
出
て
い
る
。北
川
モ
デ
ル
の
園
地
整
備

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、そ
の
対
応
・
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　サ
ル
を
始
め
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
、有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
か
な
り
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
し
て
、被
害
金
額
に
つ
い
て
も
平
成
２６

年
度
か
ら
約
１
・
３
倍
く
ら
い
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。　北

川
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
、事
業
の
成
功
に
向

け
て
で
き
る
限
り
の
対
策
は
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、鳥
獣
対
策
に
つ
い

て
は
、一
方
的
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、農
業
者
に

と
っ
て
自
分
の
園
地
は
自
分
で
守
る
と
い
う
の

は
基
本
的
な
こ
と
で
あ
り
、侵
入
防
止
柵
の
設
置
、

緩
衝
帯
の
整
備
な
ど
、個
々
の
農
業
者
が
お
互
い

に
協
力
し
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　鳥
獣
別
の
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
、サ
ル
に
よ

る
平
成
３０
年
度
の
被
害
金
額
は
平
成
２６
年
度
の

約
１
・
７
倍
で
、農
業
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
す
。特
に
ユ
ズ
に
対
す
る
サ
ル
の
被
害
は

被
害
金
額
全
体
の
約
２８
％
と
な
っ
て
お
り
、近
年

増
加
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
態
で
す
が
、被
害
金
額
は
も
っ
と
も
多
く
農

業
被
害
全
体
の
約
５８
％
、ユ
ズ
に
対
し
て
は
、約

７２
％
を
超
え
る
状
況
で
す
。

　イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
減
少
傾

向
で
、被
害
は
ほ
と
ん
ど
が
野
菜
や
水
稲
で
被
害

金
額
は
１０
％
で
あ
り
ま
す
が
、近
年
、収
穫
前
の

水
稲
へ
の
被
害
が
み
ら
れ
る
な
ど
農
家
に
と
っ

て
は
大
変
深
刻
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま

す
。　サ

ル
の
被
害
対
策
と
し
て
、狩
猟
者
に
よ
る
捕

獲
の
推
進
・
個
体
数
の
調
整
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、捕
獲
奨
励
制
度
の
創
設
な
ど
、現
在
狩
猟
者

と
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、大
型
捕
獲

檻
２
基
に
つ
い
て
餌
付
け
の
仕
方
な
ど
を
改
良

し
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、県
内
で
捕
獲
実
績

が
上
が
っ
て
い
る
新
た
な
捕
獲
檻
の
導
入
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　捕
獲
だ
け
で
な
く
侵
入
防
止
策
の
設
置
や
、農

地
に
近
づ
け
な
い
よ
う
な
環
境
の
整
備
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策
に
つ
い

て
は
、侵
入
防
止
策
の
設
置
が
有
効
で
す
の
で
、

今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。捕
獲
の
推
進
に
よ
る
個
体
数
調
整
も
重
要
で

す
の
で
、括
り
わ
な
の
積
極
的
な
活
用
と
、シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
用
に
新
た
な
箱
わ
な
の
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ

い
て（
報
告
第
２
号
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承

認
第
１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，８
０
６
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
６
，２
３
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

村
有
地
の
原
状
回
復
不
履
行
に
係
る
和
解
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
議
案
第
４
号
）

　教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て（
議
案
第
５
号
）

　固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て（
議
案
第
６
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て（
議
案
第
７
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

５
号)

に
つ
い
て（
議
案
第
１０
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
６
，１
９
８
千
円
増

額
し
、予
算
総
額
を
２
，５
２
２
，４
３
５
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て（
議
案
１１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
３
９
，１
２
９
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１２
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１３
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１４

号
）　全

員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１５
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第

１６
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
２
日（
火
）

◇
議
題

　①
北
川
村
財
政
に
つ
い
て

　②
常
任
委
員
会
視
察
研
修
に
つ
い
て

７
月
９
日（
火
）〜
11
日（
木
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
長
野
県
高
森
町

　ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
地
蔵

　先
進
事
例
と
し
て
地
域
の
体
力
、健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み「
P
P
K
運
動
」を
考
案

し
普
及
指
導
を
し
た
取
り
組
み
を
社
会
福

祉
協
議
会
の
皆
様
と
と
も
に
視
察
し
ま
し

た
。地
元
住
民
と
の
会
話
の
中
か
ら
、東
洋

医
学
を
取
り
入
れ
、考
案
し
現
在
に
至
っ
て

お
り
、北
川
村
の
、福
祉
施
策
の
取
り
組
み

の
中
で
い
か
せ
て
い
け
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
飯
綱
町

　議
会

　「
議
会
力
を
向
上
さ
せ
町
長
と
切
磋
琢
磨

す
る
議
会
へ
」

　議
会
及
び
議
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、村
民
の
負
託
に

応
え
、村
行
政
の
一
方
の
担
い
手
と
し
て
の

活
動
の
あ
り
方
な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、こ
の
な
か
で
意
見
交
換
を
行
い
、

自
ら
の
意
識
改
革
、さ
ら
に
住
民
に
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
小
川
村

　小
川
の
庄

　住
民
が
生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
づ
く

り
を
行
い
、地
域
の
高
齢
者
の
雇
用
創
出
の

場
と
な
っ
て
い
る
。地
元
の
素
材
を
活
か
し

地
元
の
労
働
力
を
活
用
し
た
、雇
用
の
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、地
元
の
文
化
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
継
承
し
、発
展
さ
せ

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

９
月
２４
日（
火
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
高
知
お
お
と
よ
製
材
㈱

　会
社
の
概
要
等
説
明
受
け
、工
場
内
の
見

学
を
行
っ
た
。

　○
本
山
町
議
会

　議
会
活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、活
動
の
あ
り
方

な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　議
会
改
革
に
至
っ
た
要
因
、手
法
、内
容

な
ど
の
説
明
を
受
け
、い
か
に
議
会
が
機
能

を
果
せ
る
か
、住
民
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る

議
会
活
動
で
き
る
の
か
を
考
え
、議
員
資
質

向
上
、議
会
活
動
の
向
上
な
ど
め
ざ
し
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

■
研
修
ほ
か

７
月
１８
日（
木
）

　高
知
県
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　演
題「
公
共
施
設
、空
き
家
、コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」

７
月
２４
日（
水
）

　安
芸
郡
町
村
議
会
議
員
等
研
修
会

　議
題「
高
知
県
東
部
の
修
学
旅
行
受
入
に
つ
い

て
」

　
　
　「
田
舎
生
活
体
験
の
取
り
組
み
事
例
に
つ

い
て
」

７
月
２９
日（
月
）

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」開
所
式

令
和
元
年
６
月
議
会
後
の

岩
垣
議
長
行
事
等
活
動
報
告

６
月
１３
日（
木
）
　第
２
回
定
例
会

６
月
１４
日（
金
）
　第
２
回
定
例
会

６
月
１９
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正

副
会
長
会（
高
知
市
／
自
治
会

館
）

６
月
１９
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

６
月
２１
日（
金
）
　北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
評
議

員
会（
北
川
村
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

６
月
２４
日（
月
）
　中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
田
野
町
／
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

６
月
２５
日（
火
）
　高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
第

２
回
評
議
員
会（
高
知
市
／
自

治
会
館
）

６
月
２６
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

総
会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

６
月
２８
日（
金
）
　高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

議
会
臨
時
会（
高
知
市
／
自
治

会
館
）

７
月
２
日（
火
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

会
計
監
査（
北
川
村
庁
舎
）

７
月
２
日（
火
）
　北
川
モ
デ
ル
関
係
者
来
庁（
北

川
村
庁
舎
）

７
月
２
日（
火
）
　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
３
日（
水
）
　高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
関
係
説
明（
議
会
議

長
室
）

７
月
３
日（
水
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

総
会（
北
川
村
）

７
月
８
日（
月
）
　青
少
年
健
全
育
成
北
川
村
民
会

議
総
会（
北
川
村
民
会
館
）

　
　
　
　
　
　
　

７
月
８
日（
月
）
　北
川
村
納
涼
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

７
月
９
日（
火
）〜
７
月
１１
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　常
任
委
員
会
視
察
研
修（
長

野
県

　ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
地

蔵
事
務
局（
高
森
町
）

　
　
　
　
　
　
　長
野
県  

飯
綱
町
議
会（
飯
綱

町
）

　
　
　
　
　
　
　長
野
県  

小
川
の
庄
（
小
川

村
）

７
月
１２
日（
金
）
　村
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員

会（
北
川
村
庁
舎
）

７
月
１７
日（
水
）
　高
知
駐
屯
地
中
芸
地
区
協
力
会

総
会（
奈
半
利
町
）

７
月
１８
日（
木
）
　高
知
県
市
町
村
議
会
議
員
研
修

会（
高
知
市
）

７
月
２２
日（
月
）
　全
員
協
議
会

７
月
２３
日（
火
）
　四
国
直
轄
砂
防
本
省
要
望

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

７
月
２４
日（
水
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
員
等
研

修
会（
東
洋
町
）

７
月
２７
日（
土
）
　奈
半
利
川
清
掃（
北
川
村
）

７
月
２８
日（
日
）
　中
芸
消
防
大
会
慰
労
会（
北

川
村
）

７
月
２９
日（
月
）
　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の

花
」開
所
式
典（
北
川
村
）

７
月
３０
日（
火
）
　沖
縄
県
八
重
瀬
町
議
会
常
任
委

員
会
視
察
受
入（
北
川
村
）

８
月
８
日（
木
）
　第
２
回
臨
時
会

８
月
８
日（
木
）
　農
業
技
術
講
演
会（
北
川
村
民

会
館
）

８
月
９
日（
金
）
　書
宗
院
懇
親
会
・
書
宗
院
展
祝

賀
会（
東
京
都
）（
副
議
長
）

８
月
９
日（
金
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会

オ
ー
ビ
ー
会（
高
知
市
）

８
月
２０
日（
火
）
　高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会（
高
知
市
／
自

治
会
館
）

８
月
２１
日（
水
）
　財
務
省
・
衆
参
議
院
会
館
・
農

林
水
産
省
訪
問（
東
京
都
）

８
月
２４
日（
土
）
　納
涼
祭（
北
川
村
）
　

８
月
２６
日（
月
）
　安
田
東
洋
・
魚
梁
瀬
公
園
線
整

備
期
成
同
盟
会
総
会（
北
川

村
）

８
月
２８
日（
水
）
　町
村
議
会
議
長
研
修
会
及
び

県
政
に
対
す
る
意
見
交
換
会

（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

８
月
２９
日（
木
）
　監
査
報
告（
北
川
村
庁
舎
）

８
月
２９
日（
木
）
　村
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

９
月
１
日（
日
）
　防
災
訓
練

９
月
７
日（
土
）
　敬
老
会（
北
川
村
民
会
館
）

９
月
１１
日（
水
）
　全
員
協
議
会

９
月
１１
日（
水
）
　議
会
運
営
委
員
会



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ

　令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会
は
、８
月
８
日
に
開

会
し
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
、一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

モ
ネ
の
庭（
光
の
庭
）改
良
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）に
つ
い
て

　歳
入
歳
出
１
，８
３
０
千
円
増
額
し
、予
算
総

額
２
，４
５
３
，４
３
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

　令
和
元
年
９
月
定
例
議
会
は
、９
月
１８
日
に
開

会
し
、報
告
２
件
、承
認
１
件
、副
村
長
の
選
任
、

教
育
委
員
の
任
命
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
、条
例
制
定
・
改
正
、一
般
会
計
及
び
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１９
日
に
は
、平
成
３０
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、２０
日

に
は
、２
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、閉
会

し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　平
成
２７
年
に
策
定
し
ま
し
た「
北
川
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」は
、計
画
最
終
年

度
を
迎
え
て
お
り
、今
年
度
中
に
次
期
戦
略
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、現
戦
略
の
成
果
の
検
証
、盛
り
込
む
べ

き
内
容
等
に
つ
い
て
、各
地
区
で
説
明
、関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、次
期
戦
略
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　台
風
１０
号
に
よ
り
被
災
し
た
林
道
２
箇
所
は
、

１０
月
頃
の
災
害
査
定
に
向
け
復
旧
工
法
の
選
定

や
設
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　過
年
度
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、今
年

度
中
の
復
旧
を
目
指
し
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　９
月
１
日
の
村
内
一
斉
自
主
防
災
訓
練
で
は
、

「
超
大
型
台
風
が
高
知
県
に
接
近
し
、北
川
村
全

域
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
」と
い
う
想
定
で
、

避
難
行
動
・
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
、そ
の
後
は

各
自
主
防
災
組
織
毎
に
、応
急
手
当
や
放
水
訓
練
、

防
災
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
促
進
、健
診
結

果
説
明
会
、運
動
教
室
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　特
定
健
診
で
は
、平
成
３０
年
度
の
受
診
率
が
、

５０
・
０
％
で
昨
年
度
の
受
診
率
を
維
持
、保
健
福

祉
推
進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨
の
成
果
が
出
て
き

て
お
り
、今
後
も
、粘
り
強
く
勧
奨
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　今
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
実
績
は
、７
８
９

件
、７
，４
１
０
千
円
と
昨
年
度
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
寄
附
金
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、

今
年
度
の
目
標
の
３
０
，０
０
０
千
円
に
達
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　「
北
川
モ
デ
ル
」に
よ
る
ゆ
ず
の
圃
場
整
備
に
つ

い
て
は
、宗
ノ
上
・
小
島
・
二
タ
又
地
区
が
、春
に
は

ゆ
ず
が
定
植
で
き
る
見
通
し
、久
江
ノ
上
地
区
が
、

９
月
末
に
は
契
約
の
見
込
み
で
あ
り
、新
規
就
農
者

３
名
を
含
む
７
名
の
耕
作
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　ま
た
、和
田
日
曽
裏
地
区
に
つ
い
て
も
、１
名
の

新
規
就
農
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　８
月
１
日
に
は
、小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
・
運

営
及
び
、起
業
家
農
業
者
の
支
援
の
た
め
の
組
織
と

し
て
、「
一
般
社
団
法
人
北
川
村
振
興
公
社
」を
設
立

し
ま
し
た
。

　野
友
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
と
併
せ
て
行
う
奈

半
利
川
堤
防
整
備
は
、堤
防
の
無
い
区
間
の
堤
防
整

備
、堤
防
の
有
る
区
間
の
湧
水
箇
所
の
改
修
を
行
な

う
よ
う
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　納
涼
祭
は
、２４
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

と
合
同
で
開
催
し
、小
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、

盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　モ
ネ
の
庭
は
、８
月
末
ま
で
の
入
園
者
は
昨
年

同
期
を
上
回
る
実
績
で
推
移
し
て
お
り
、９
月
１４

日
に
は
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
開
催
、ま
た
、来

年
３
月
末
日
ま
で
を
工
期
に
光
の
庭
の
改
良
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　北
川
村
温
泉
は
、４
月
か
ら
の
利
用
者
は
宿
泊

と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
８
，１
０
４
人
と

な
っ
て
お
り
、ほ
ぼ
計
画
目
標
通
り
の
実
績
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　移
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て
、整
備
済
み
の
６
軒

（
久
府
付
４
軒
、野
川
１
軒
、野
友
１
件
）は
、全
て

入
居
し
て
お
り
、今
後
は
、売
買
・
借
上
げ
な
ど
も

含
め
、活
用
可
能
な
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、

計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　移
住
者
を
対
象
と
し
た
起
業
家
農
業
者
が
、９

月
か
ら
１
名
就
任
し
、就
農
研
修
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
も
、就
農
相
談
会
な
ど
を
通
じ
新
規
就
農
者

の
確
保
、起
業
家
農
業
者
と
し
て
自
立
で
き
る
育

成
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

　保
小
中
一
体
化
の
推
進
に
向
け
て
は
、地
域
住

民
の
皆
様
に
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
て
い
く
仕
組
み

と
し
て「
学
校
運
営
協
議
会
」の
設
置
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。７
月
に
は
、準
備
委
員
会
を
設
立
、

８
月
に
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、保
小
中
の
連
携

の
取
り
組
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、住
民
の
皆
様
と
共
に
北
川
村
の
教
育
環

境
に
つ
い
て
、検
討
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
関
係
）

　社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、本
年
度
も「
高
知

大
学
出
前
公
開
講
座（
全
３
回
）」を
開
催
し
ま
す
。

　７
月
２２
日
か
ら
３１
日
ま
で
の
１０
日
間
、北
川
中

学
校
の
生
徒
７
名
が
、海
外
派
遣
事
業
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。海
外

派
遣
事
業
は
、生
の
英
語
に
ふ
れ
、異
文
化
や
習

慣
を
直
に
体
験
す
る
こ
と
で
、新
た
な
も
の
の

見
方
や
考
え
方
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

て
お
り
、多
く
の
子
ど
も
達
に
国
際
感
覚
を
養

う
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、２
学
期
か

ら
ジ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
招
致
職
員
を
１
名
体

制
か
ら
２
名
体
制
に
増
員
し
ま
し
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
）

　中
岡
慎
太
郎
館
で
は
、来
年
１
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
、「
北
川
村

　あ
の
日
あ
の
時
」の
第
２
弾

を
開
催
し
ま
す
。

　ま
た
、
１１
月
３０
日
か
ら
１２
月
８
日
ま
で「
第
３０

回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
に
続
き
、田
野
、安
田
の
書
画
展
と
合
同
開

催
し
、書
画
鑑
賞
を
通
じ
て
、３
町
村
の
交
流
人

口
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

　④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、９
月
１
日
時
点
で
、

　今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

  

高
齢
者
の
車
の
運
転
に
関
し
て
の

  

支
援
策
に
つ
い
て

9

　運
転
免
許
自
主
返
納
者
の
支
援
策
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　福
祉
的
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
は
、運
転
免
許

証
自
主
返
納
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、そ
の
利
用
対

象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。福
祉
的
バ
ス
の
利
用
促

進
、高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
取
組
む
こ
と
で
免
許
証
を
返
納
さ

れ
る
方
、あ
る
い
は
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
に

繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

9

　現
在
乗
っ
て
い
る
車
に
取
り
付
け
可
能
な
安

全
装
置
購
入
へ
の
支
援
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　

　村
で
は
、運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
方
に
お
い

て
も
福
祉
的
バ
ス
の
利
用
の
対
応
に
配
慮
す
る

な
ど
、高
齢
者
の
足
の
確
保
に
重
点
を
お
い
た
施

策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、不
安
を
感
じ
た

方
に
は
、可
能
な
限
り
返
納
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。一
方
で
、ご
自
身
で

運
転
し
た
い
、運
転
で
き
る
と
い
う
方
も
お
ら
れ

ま
す
の
で
、補
助
装
置
を
着
け
た
車
の
試
運
転
が

で
き
る
機
会
の
創
出
な
ど
を
今
後
検
討
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

野
友
の
新
し
い
整
備
さ
れ
た
分
譲
地
に
つ
い
て

9

　分
譲
が
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、理
由

と
分
譲
開
始
時
期
な
ど
現
在
の
状
況
を
問
う
。

 

答

　村
長

　野
友
東
川
地
区
の
分
譲
地
に
つ
い
て
、販
売
時

期
が
ず
れ
込
ん
で
お
り
ま
す
事
は
大
変
申
し
訳

な
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　早
期
の
分
譲
開
始
を
目
指
し
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
が
、６
月
の
半
ば
の
豪
雨
の
際
、分

譲
予
定
地
の
東
西
の
水
路
か
ら
雨
水
が
溢
れ
、現

場
を
確
認
し
た
結
果
、現
状
の
ま
ま
で
は
分
譲
す

る
訳
に
は
い
か
な
い
と
い
う
判
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　そ
の
為
、豪
雨
時
の
排
水
状
況
を
見
な
が
ら
関

係
機
関
と
協
議
を
行
い
、対
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　問
題
の
解
消
が
見
込
め
る
段
階
で
速
や
か
に

分
譲
の
募
集
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

9

　す
で
に
分
譲
さ
れ
た
と
こ
ろ
や
村
営
住
宅

な
ど
子
育
て
世
代
の
家
族
が
増
え
て
い
る
が
、公

園
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

答

　村
長

　現
時
点
で
は
分
譲
地
内
に
公
園
を
整
備
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
園
を
整
備
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
公
園
が
必
要
な
の
か
、整
備
を
し
た

後
の
管
理
に
つ
い
て
も
事
前
の
検
討
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　以
前
、父
兄
か
ら
ご
意
見
が
あ
り
、ど
の
様
な

公
園
が
必
要
な
の
か
、管
理
は
父
兄
、あ
る
い
は

地
域
が
持
続
的
に
行
う
事
が
で
き
る
の
か
な
ど

い
く
つ
か
の
課
題
を
整
理
し
提
案
し
て
欲
し
い

と
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、残
念
な
が
ら

公
園
整
備
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　そ
う
し
た
背
景
を
考
え
ま
す
と
、ま
ず
は
モ
ネ

の
庭
の
遊
び
の
森
、小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
既

存
の
施
設
の
有
効
活
用
を
考
え
て
行
か
な
い
と

い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、７
月
に
開
所
し
ま
し
た
小
規
模
多
機
能

施
設「
ゆ
ず
の
花
」も
活
用
し
な
が
ら
、今
年
度
策

定
の
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
も
、校
舎
・

校
庭
を
考
え
る
際
は
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

役
場
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

9

　総
合
的
に
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
、進
み
具
合
、完
成
時
期
に
つ
い
て

問
う
。

 

答

　村
長

　道
路
整
備
や
小
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
工
事
な
ど

が
現
在
進
ん
で
お
り
、残
地
、対
面
の
村
購
入
地

の
活
用
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、役
場
庁
舎
に
つ
い
て
も
、セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
等
の
関
係
か
ら
部
分
改
修
を
含
め
た
増

築
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、役
場
周
辺
一
帯
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
、素
案
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。年
度
内
に
は
、一
定
の
方
向

性
や
具
体
的
な
活
用
方
法
を
提
示
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

  

鳥
獣
対
策（
サ
ル
）に
つ
い
て

9

　村
内
で
ゆ
ず
を
折
ら
れ
た
り
、裂
か
れ
る
等

の
被
害
が
出
て
い
る
。北
川
モ
デ
ル
の
園
地
整
備

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、そ
の
対
応
・
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　サ
ル
を
始
め
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
、有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
か
な
り
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
し
て
、被
害
金
額
に
つ
い
て
も
平
成
２６

年
度
か
ら
約
１
・
３
倍
く
ら
い
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。　北

川
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
、事
業
の
成
功
に
向

け
て
で
き
る
限
り
の
対
策
は
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、鳥
獣
対
策
に
つ
い

て
は
、一
方
的
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、農
業
者
に

と
っ
て
自
分
の
園
地
は
自
分
で
守
る
と
い
う
の

は
基
本
的
な
こ
と
で
あ
り
、侵
入
防
止
柵
の
設
置
、

緩
衝
帯
の
整
備
な
ど
、個
々
の
農
業
者
が
お
互
い

に
協
力
し
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

答

　産
業
課
長

　鳥
獣
別
の
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
、サ
ル
に
よ

る
平
成
３０
年
度
の
被
害
金
額
は
平
成
２６
年
度
の

約
１
・
７
倍
で
、農
業
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
す
。特
に
ユ
ズ
に
対
す
る
サ
ル
の
被
害
は

被
害
金
額
全
体
の
約
２８
％
と
な
っ
て
お
り
、近
年

増
加
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
態
で
す
が
、被
害
金
額
は
も
っ
と
も
多
く
農

業
被
害
全
体
の
約
５８
％
、ユ
ズ
に
対
し
て
は
、約

７２
％
を
超
え
る
状
況
で
す
。

　イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
業
被
害
は
近
年
減
少
傾

向
で
、被
害
は
ほ
と
ん
ど
が
野
菜
や
水
稲
で
被
害

金
額
は
１０
％
で
あ
り
ま
す
が
、近
年
、収
穫
前
の

水
稲
へ
の
被
害
が
み
ら
れ
る
な
ど
農
家
に
と
っ

て
は
大
変
深
刻
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま

す
。　サ

ル
の
被
害
対
策
と
し
て
、狩
猟
者
に
よ
る
捕

獲
の
推
進
・
個
体
数
の
調
整
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、捕
獲
奨
励
制
度
の
創
設
な
ど
、現
在
狩
猟
者

と
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、大
型
捕
獲

檻
２
基
に
つ
い
て
餌
付
け
の
仕
方
な
ど
を
改
良

し
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、県
内
で
捕
獲
実
績

が
上
が
っ
て
い
る
新
た
な
捕
獲
檻
の
導
入
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　捕
獲
だ
け
で
な
く
侵
入
防
止
策
の
設
置
や
、農

地
に
近
づ
け
な
い
よ
う
な
環
境
の
整
備
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策
に
つ
い

て
は
、侵
入
防
止
策
の
設
置
が
有
効
で
す
の
で
、

今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。捕
獲
の
推
進
に
よ
る
個
体
数
調
整
も
重
要
で

す
の
で
、括
り
わ
な
の
積
極
的
な
活
用
と
、シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
用
に
新
た
な
箱
わ
な
の
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
報
告
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

北
川
村
教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ

い
て（
報
告
第
２
号
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承

認
第
１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，８
０
６
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
２
，４
５
６
，２
３
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

村
有
地
の
原
状
回
復
不
履
行
に
係
る
和
解
に
つ

い
て（
議
案
第
１
号
）

　賛
成
多
数

　（
可
決
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て（
議
案
第
２
）

　副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　賛
成
多
数

　（
承
認
）

北
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
議
案
第
４
号
）

　教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て（
議
案
第
５
号
）

　固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
同
意
）

北
川
村
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て（
議
案
第
６
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て（
議
案
第
７
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
議
案
第
８
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
議
案
第
９
号
）

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

５
号)

に
つ
い
て（
議
案
第
１０
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
６
，１
９
８
千
円
増

額
し
、予
算
総
額
を
２
，５
２
２
，４
３
５
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

令
和
元
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て（
議
案
１１
号
）

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
３
９
，１
２
９
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　全
員
賛
成

　（
可
決
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１２
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１３
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１４

号
）　全

員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第
１５
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

平
成
３０
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
議
案
第

１６
号
）

　全
員
賛
成

　（
認
定
）

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
２
日（
火
）

◇
議
題

　①
北
川
村
財
政
に
つ
い
て

　②
常
任
委
員
会
視
察
研
修
に
つ
い
て

７
月
９
日（
火
）〜
11
日（
木
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
長
野
県
高
森
町

　ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
地
蔵

　先
進
事
例
と
し
て
地
域
の
体
力
、健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み「
P
P
K
運
動
」を
考
案

し
普
及
指
導
を
し
た
取
り
組
み
を
社
会
福

祉
協
議
会
の
皆
様
と
と
も
に
視
察
し
ま
し

た
。地
元
住
民
と
の
会
話
の
中
か
ら
、東
洋

医
学
を
取
り
入
れ
、考
案
し
現
在
に
至
っ
て

お
り
、北
川
村
の
、福
祉
施
策
の
取
り
組
み

の
中
で
い
か
せ
て
い
け
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
飯
綱
町

　議
会

　「
議
会
力
を
向
上
さ
せ
町
長
と
切
磋
琢
磨

す
る
議
会
へ
」

　議
会
及
び
議
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、村
民
の
負
託
に

応
え
、村
行
政
の
一
方
の
担
い
手
と
し
て
の

活
動
の
あ
り
方
な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、こ
の
な
か
で
意
見
交
換
を
行
い
、

自
ら
の
意
識
改
革
、さ
ら
に
住
民
に
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　○
長
野
県
小
川
村

　小
川
の
庄

　住
民
が
生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
づ
く

り
を
行
い
、地
域
の
高
齢
者
の
雇
用
創
出
の

場
と
な
っ
て
い
る
。地
元
の
素
材
を
活
か
し

地
元
の
労
働
力
を
活
用
し
た
、雇
用
の
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、地
元
の
文
化
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
継
承
し
、発
展
さ
せ

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

９
月
２４
日（
火
）

◇
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　○
高
知
お
お
と
よ
製
材
㈱

　会
社
の
概
要
等
説
明
受
け
、工
場
内
の
見

学
を
行
っ
た
。

　○
本
山
町
議
会

　議
会
活
動
の
基
本
事
項
と
な
る「
基
本
条

例
」制
定
へ
の
取
り
組
み
、活
動
の
あ
り
方

な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　議
会
改
革
に
至
っ
た
要
因
、手
法
、内
容

な
ど
の
説
明
を
受
け
、い
か
に
議
会
が
機
能

を
果
せ
る
か
、住
民
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る

議
会
活
動
で
き
る
の
か
を
考
え
、議
員
資
質

向
上
、議
会
活
動
の
向
上
な
ど
め
ざ
し
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

■
研
修
ほ
か

７
月
１８
日（
木
）

　高
知
県
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　演
題「
公
共
施
設
、空
き
家
、コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」

７
月
２４
日（
水
）

　安
芸
郡
町
村
議
会
議
員
等
研
修
会

　議
題「
高
知
県
東
部
の
修
学
旅
行
受
入
に
つ
い

て
」

　
　
　「
田
舎
生
活
体
験
の
取
り
組
み
事
例
に
つ

い
て
」

７
月
２９
日（
月
）

　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」開
所
式

令
和
元
年
６
月
議
会
後
の

岩
垣
議
長
行
事
等
活
動
報
告

６
月
１３
日（
木
）
　第
２
回
定
例
会

６
月
１４
日（
金
）
　第
２
回
定
例
会

６
月
１９
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正

副
会
長
会（
高
知
市
／
自
治
会

館
）

６
月
１９
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

６
月
２１
日（
金
）
　北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
評
議

員
会（
北
川
村
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

６
月
２４
日（
月
）
　中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　（
田
野
町
／
結
い
の
丘
ド
ー
ム
）

６
月
２５
日（
火
）
　高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
第

２
回
評
議
員
会（
高
知
市
／
自

治
会
館
）

６
月
２６
日（
水
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

総
会（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

６
月
２８
日（
金
）
　高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

議
会
臨
時
会（
高
知
市
／
自
治

会
館
）

７
月
２
日（
火
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

会
計
監
査（
北
川
村
庁
舎
）

７
月
２
日（
火
）
　北
川
モ
デ
ル
関
係
者
来
庁（
北

川
村
庁
舎
）

７
月
２
日（
火
）
　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
３
日（
水
）
　高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
関
係
説
明（
議
会
議

長
室
）

７
月
３
日（
水
）
　奈
半
利
川
水
利
対
策
協
議
会

総
会（
北
川
村
）

７
月
８
日（
月
）
　青
少
年
健
全
育
成
北
川
村
民
会

議
総
会（
北
川
村
民
会
館
）

　
　
　
　
　
　
　

７
月
８
日（
月
）
　北
川
村
納
涼
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
北
川
村
民
会
館
）

７
月
９
日（
火
）〜
７
月
１１
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　常
任
委
員
会
視
察
研
修（
長

野
県

　ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
地

蔵
事
務
局（
高
森
町
）

　
　
　
　
　
　
　長
野
県  

飯
綱
町
議
会（
飯
綱

町
）

　
　
　
　
　
　
　長
野
県  

小
川
の
庄
（
小
川

村
）

７
月
１２
日（
金
）
　村
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員

会（
北
川
村
庁
舎
）

７
月
１７
日（
水
）
　高
知
駐
屯
地
中
芸
地
区
協
力
会

総
会（
奈
半
利
町
）

７
月
１８
日（
木
）
　高
知
県
市
町
村
議
会
議
員
研
修

会（
高
知
市
）

７
月
２２
日（
月
）
　全
員
協
議
会

７
月
２３
日（
火
）
　四
国
直
轄
砂
防
本
省
要
望

　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

７
月
２４
日（
水
）
　安
芸
郡
町
村
議
会
議
員
等
研

修
会（
東
洋
町
）

７
月
２７
日（
土
）
　奈
半
利
川
清
掃（
北
川
村
）

７
月
２８
日（
日
）
　中
芸
消
防
大
会
慰
労
会（
北

川
村
）

７
月
２９
日（
月
）
　小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の

花
」開
所
式
典（
北
川
村
）

７
月
３０
日（
火
）
　沖
縄
県
八
重
瀬
町
議
会
常
任
委

員
会
視
察
受
入（
北
川
村
）

８
月
８
日（
木
）
　第
２
回
臨
時
会

８
月
８
日（
木
）
　農
業
技
術
講
演
会（
北
川
村
民

会
館
）

８
月
９
日（
金
）
　書
宗
院
懇
親
会
・
書
宗
院
展
祝

賀
会（
東
京
都
）（
副
議
長
）

８
月
９
日（
金
）
　高
知
県
町
村
議
会
議
長
会

オ
ー
ビ
ー
会（
高
知
市
）

８
月
２０
日（
火
）
　高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会（
高
知
市
／
自

治
会
館
）

８
月
２１
日（
水
）
　財
務
省
・
衆
参
議
院
会
館
・
農

林
水
産
省
訪
問（
東
京
都
）

８
月
２４
日（
土
）
　納
涼
祭（
北
川
村
）
　

８
月
２６
日（
月
）
　安
田
東
洋
・
魚
梁
瀬
公
園
線
整

備
期
成
同
盟
会
総
会（
北
川

村
）

８
月
２８
日（
水
）
　町
村
議
会
議
長
研
修
会
及
び

県
政
に
対
す
る
意
見
交
換
会

（
高
知
市
／
自
治
会
館
）

８
月
２９
日（
木
）
　監
査
報
告（
北
川
村
庁
舎
）

８
月
２９
日（
木
）
　村
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

９
月
１
日（
日
）
　防
災
訓
練

９
月
７
日（
土
）
　敬
老
会（
北
川
村
民
会
館
）

９
月
１１
日（
水
）
　全
員
協
議
会

９
月
１１
日（
水
）
　議
会
運
営
委
員
会



14
き
　  た
　  が
わ

15
き

た   
が   
わ

～冬の脱水に気をつけましょう～12月

保健だより

　脱水というと、夏のイメージが強いかもしれませんが、実は冬でも脱水を起こすリスクがあります。
　冬は、空気の乾燥により体から水分が失われやすいのに加え、喉が渇きにくいなどの理由で夏場に比べて飲料摂
取が少なくなることから、日常的に脱水のリスクにさらされています。

〇常勤講師は、公立小・中学校、県立学校の欠員・産休・育休・病休等の補充教員として勤務し
ます。
〇非常勤講師は、高等学校の教科・科目の授業時間だけ勤務します。

〇常勤講師は、欠員・産休・育休・病休等の補充の期間（最長約1年間）
〇非常勤講師は、最長約1年間、週当たり数時間から数十時間まで

　脱水症は年齢を問わず誰でもなってしまう可能性があります。
　特に高齢者が脱水に陥りやすいのには、高齢者特有の理由があります。

□体内の水分量が減っている   □内臓の働きが低下しているとき　
□喉の渇きに気づきにくい　　□病気や排泄障害がある　□尿の排泄を促す薬を服用しているとき

常勤講師（期限付き講師）・
非常勤講師（時間講師）の募集

お問い合わせ先 高知県教育委員会事務局　教職員・福利課　人事企画担当（岩見・大田）
 電話：088-821-4903
 住所：〒780-0850　高知市丸ノ内1-7-52      

　脱水を予防するのは、体に必要な水分を定期的に摂取する必要があります。しかし、筋力が
衰えてトイレまでの移動がおっくうになったり、失禁の経験があったりすると、トイレに行く回
数を減らそうと自分で水分の摂取を控えてしまう人がいます。
　なかなか自発的に水分を補給しない場合もあるため、水分が多い食事メニュー
にしたり、デザートにみずみずしいフルーツを出したりするなど、本人が進んで水分
を摂取したくなるような工夫をしてみましょう。
　自分で喉の渇きや体の不調に気づきにくい高齢者の脱水を防ぐには、周囲のサ
ポートが必要不可欠です。周囲の人も気遣ってあげましょう。

冬の脱水に気をつけましょう －冬ならではのリスクと予防・改善策－

冬に見られる脱水の要因

～高齢者が脱水症に陥りやすい理由～

高齢者の脱水を防ぐには、周囲のサポートが不可欠

○外気が乾燥している
○暖房で室内も乾燥している
○住宅環境の影響で湿度が上が
らない

↓
体から自然に水分が失われる

外的環境

○水分を失っている自覚がない
○喉の渇きを感じにくい
○体を冷やしたくないため飲み物
の摂取を控える
○汗をかいている実感がない

↓
水分補給が足りない

内的環境

冬でも脱水しやすく
水分補給が大切

募集要項の「応募の手続」に従って、志願書、申告書等を、高知県教育委員会事務局教職員・
福利課に提出してください。

令和2年4月当初の採用を希望する場合は、令和元年11月1日（金）から令和2年2月14日
（金）までの期間内に提出してください。 
なお、年度途中の採用については、令和2年2月15日（土）以降も応募を受け付けます。

高知県教育委員会事務局教職員・福利課、高知県教育センター本館、東部教育事務所・中部
教育事務所・西部教育事務所、高知県東京事務所・大阪事務所・名古屋事務所及び市町村（学
校組合）教育委員会事務局
なお、高知県教育委員会事務局教職員・福利課の下記のホームページ
から、志願書等の応募書類の様式をダウンロードすることもできます。
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310601/

採用時において有効な教員免許状（臨時免許状を含む）を有する者

〇常勤講師の場合
　公立学校職員の給与に関する条例（昭和29年高知県条例第37号）に準じて支給します。
　大学新卒（22歳）で基本給約20万円、その他通勤手当、期末手当、勤勉手当等諸手当あり
〇非常勤講師の場合
　時給約3千円、その他交通費相当額
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～冬の脱水に気をつけましょう～12月

保健だより

　脱水というと、夏のイメージが強いかもしれませんが、実は冬でも脱水を起こすリスクがあります。
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□喉の渇きに気づきにくい　　□病気や排泄障害がある　□尿の排泄を促す薬を服用しているとき
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 住所：〒780-0850　高知市丸ノ内1-7-52      

　脱水を予防するのは、体に必要な水分を定期的に摂取する必要があります。しかし、筋力が
衰えてトイレまでの移動がおっくうになったり、失禁の経験があったりすると、トイレに行く回
数を減らそうと自分で水分の摂取を控えてしまう人がいます。
　なかなか自発的に水分を補給しない場合もあるため、水分が多い食事メニュー
にしたり、デザートにみずみずしいフルーツを出したりするなど、本人が進んで水分
を摂取したくなるような工夫をしてみましょう。
　自分で喉の渇きや体の不調に気づきにくい高齢者の脱水を防ぐには、周囲のサ
ポートが必要不可欠です。周囲の人も気遣ってあげましょう。

冬の脱水に気をつけましょう －冬ならではのリスクと予防・改善策－

冬に見られる脱水の要因

～高齢者が脱水症に陥りやすい理由～

高齢者の脱水を防ぐには、周囲のサポートが不可欠

○外気が乾燥している
○暖房で室内も乾燥している
○住宅環境の影響で湿度が上が
らない

↓
体から自然に水分が失われる

外的環境

○水分を失っている自覚がない
○喉の渇きを感じにくい
○体を冷やしたくないため飲み物
の摂取を控える
○汗をかいている実感がない

↓
水分補給が足りない

内的環境

冬でも脱水しやすく
水分補給が大切

募集要項の「応募の手続」に従って、志願書、申告書等を、高知県教育委員会事務局教職員・
福利課に提出してください。

令和2年4月当初の採用を希望する場合は、令和元年11月1日（金）から令和2年2月14日
（金）までの期間内に提出してください。 
なお、年度途中の採用については、令和2年2月15日（土）以降も応募を受け付けます。

高知県教育委員会事務局教職員・福利課、高知県教育センター本館、東部教育事務所・中部
教育事務所・西部教育事務所、高知県東京事務所・大阪事務所・名古屋事務所及び市町村（学
校組合）教育委員会事務局
なお、高知県教育委員会事務局教職員・福利課の下記のホームページ
から、志願書等の応募書類の様式をダウンロードすることもできます。
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310601/

採用時において有効な教員免許状（臨時免許状を含む）を有する者

〇常勤講師の場合
　公立学校職員の給与に関する条例（昭和29年高知県条例第37号）に準じて支給します。
　大学新卒（22歳）で基本給約20万円、その他通勤手当、期末手当、勤勉手当等諸手当あり
〇非常勤講師の場合
　時給約3千円、その他交通費相当額
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乳 児 検 診
1歳6ヵ月・3歳 児 健 診
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こう ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

12月4日㈬
12月18日㈬

12月5日㈭・12日㈭・19日㈭・26日㈭
12月6日㈮・13日㈮・20日㈮・27日㈮
12月4日㈬・11日㈬・18日㈬・25日㈬
12月5日㈭・12日㈭・19日㈭・26日㈭
12月4日㈬・11日㈬・18日㈬・25日㈬
12月3日㈫・10日㈫・17日㈫・24日㈫
12月5日㈭・12日㈭・19日㈭・26日㈭
12月6日㈮・13日㈮・20日㈮・27日㈮

12月17日㈬
12月19日㈭
12月4日㈬
毎週木曜日
毎週木曜日

（受付）12：45～13：30
（受付）12：45～13：30
 10：00～
 10：00～ 
 10：00～
 13：30～
  9：30～
  9：30～
 13：30～ 
  9：00～
 10：30～ 
 10：00～ 
 10：00～ 
  9：00～16：00
  9：00～

奈 半 利 町 民 会 館
奈半利町保健センター
北川村保健センター
北川村農業センター
北川村農村婦人の家
柏 木 交 流 セ ン タ ー
野 川 交 流 セ ン タ ー
長 山 交 流 セ ン タ ー
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北川村保健センター
北川村保健センター
北川村保健センター

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・引き取り場所

行 事 予 定 表

田所　直己さん、碧さんご一家

ご家族からの一言

「たくさんの方に見守っていただき無事1歳を
迎えることができました。強く、優しい人になってね。」

宗弦さん（平成30年11月20日生まれ）

そうげん

芋掘り
11月7日（木）


